
 

遠野市長記者懇談会（令和 2 年 2 月 18 日） 発表項目 
 

 

■日時 令和２年２月18日（火）14：00～15：00 

■場所 とぴあ庁舎 大会議室 

 

 

 

【発表項目】 

１ 令和２年度遠野市一般会計予算案の概要について （資料No. １） 

 

２ 令和元年度遠野市一般会計補正予算（第６号）案の概要について （資料No. ２） 

 

３ 小友町外山地区における太陽光発電事業に対する 

市の対応経過について （資料No. ３） 

 

４ 遠野市景観資源の保全と再生可能エネルギーの活用との調和に関する 

条例の一部改正について （資料No. ４） 

 

５ 令和元年度「市長と語ろう会」の開催結果について （資料No. ５） 

 

６ 令和元年度わらすっこ議会の開催について （資料No. ６） 

 

７ 「こども本の森構想」の推進について （資料No. ７） 

 

８ 遠野高校「新しい『遠野物語』を創るプロジェクト」発表会について （資料No. ８） 

 

今後の主要行事、お知らせなど 

(1) 「防災の集い～災害に負けない遠野を創る～」の開催について（ お知らせNo. １ ） 

(2) 「小友町裸参り」について（ 別添チラシ ） 

(3) 「遠野町家のひなまつり」について（ 別添チラシ ） 

(4) 「第１２回遠野松崎ひなまつり」について（ 別添チラシ ） 

 



 
遠野市記者発表資料 

 

令和２年度遠野市一般会計予算案の概要について 
 

【発表の要旨】 

   令和２年３月遠野市議会定例会（２月25日開会）に提出する令和２年度遠野市一般会計予算

案の概要についてお知らせします。 

 
【発表の内容】 

令和２年度遠野市一般会計予算の概要 

『 支え合い、新たな時代を拓く予算 』 

 予算総額 172 億 5,000 万円  
 

１ 予算の特徴 

  令和２年度は、「第２次遠野市総合計画前期基本計画」の最終年度となるため、前期基本計

画事業の総点検と再構築を図ることとし、新規 28事業を加えた 356 事業、総額 172 億 5,000

万円で、昨年度に引き続き、「人づくり・地域づくり」、「子育て支援」、「健康づくり」の３つ

の重要施策を確実に実行するとともに、共生社会をテーマに市民が支え合い、新たな時代を拓

く予算としています。 

また、遠野物語発刊 110 周年を迎え、遠野の魅力を発信する特別展やシンポジウムなどの

開催や東日本大震災津波発災 10 年の節目に、市内外、沿岸被災地のこどもたちの心の拠り所

として、こども本の森構想の実現に向け、令和２年度ならではの事業に取り組みます。 

(1) 人づくり・地域づくり （ 主要事業 13事業・３億 1,730万円 ） 

本県唯一の「先導的共生社会ホストタウン」の認定を受け、心のバリアフリーを推進

し、聴覚障がい者の社会参加や自立促進に必要な「手話奉仕員」の養成など、市民が支え

合う新たな共生社会の実現を目指します。 

また、全11地区に一括交付型補助金（１地区３百万円）の交付を継続し、小さな拠点に

よる地域づくりを応援します。 
 

◇ [新規] 小さな拠点による地域づくり推進事業費 65,765千円  

◇ 地域福祉連携推進事業費 16,338千円  

◇ [新規] 共生社会コミュニケーション支援事業費 798千円  

◇ 学びのまちづくり推進事業費 62,385千円  

◇ [新規] 先導的共生社会ホストタウン推進事業費 20,106千円  

◇ [新規] オリンピック・パラリンピック参画事業費 3,715千円 ほか 

 

遠野市記者発表資料 
令和２年２月 1 8 日 

総 務 企 画 部 財 政 担 当 

資料 Ｎｏ．１

永遠の日本の 

ふるさと 遠野 
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(2) 子育て支援 （ 主要事業 29事業・20億 4,070万円 ） 

第２次遠野わらすっこプランを着実に実行するため、既存事業を再構築し、柔軟な子

育て支援に取り組みます。特に、養育支援が必要な家庭に「子育て家庭ヘルパー」を派

遣する事業を新設し、子育ての不安を軽減します。 

また、手狭になった青笹児童館の増築を行い、わらすっこがのびのび活動できる環境

を整えます。 
 

◇ 未来へつなぐこども家庭支援事業費 6,336千円  

◇ 看護保育安心サポート事業費 15,045千円  

◇ わらすっこの療育支援事業費 34,088千円  

◇ [新規] 子育て家庭ヘルパー派遣事業費 3,713千円  

◇ [新規] みんなで応援子育てのまち推進事業費 15,994千円  

◇ [新規] ファミリー・サポート・センター推進事業費 3,885千円  

◇ [新規] 児童館施設整備事業費 17,075千円  

◇ ねっと・ゆりかご安心ネットワーク事業費 5,386千円  

◇ [新規] 親子あんしん相談支援事業費 5,800千円  

◇ [新規] こども本の森構想推進事業費 1,472千円 ほか 

 

 (3) 健康づくり（ 主要事業 11事業・２億 7,900万円 ） 

誰もが、いつまでも地域の担い手として活躍できるよう、自治体連携によるヘルスケア事

業に継続して取り組むとともに、こころの健康づくりを支援するゲートキーパーや傾聴ボラ

ンティアの養成・育成を図ります。 
 

◇ [新規] こころの健康づくり事業費 378千円  

◇ 自治体連携ヘルスケアプロジェクト事業費 82,998千円  

◇ 生活習慣病予防プログラム推進事業費 76,144千円  

◇ 健康スポーツプログラム推進事業費 1,773千円  

◇ [新規] 健康づくりステップアップ事業費 641千円  

◇ 競技・イベントスポーツプログラム推進事業費 10,193千円 ほか 

 

 (4) その他、主な事業 

遠野物語発刊110周年や東京2020パラリンピックに出場するブラインドサッカーブラジル

代表の事前合宿を契機に遠野の魅力を発信します。 

共通優先方針である産業振興・雇用確保のため、新たな事業に取り組みます。 

また、会計年度任用職員制度への移行に合わせ、効率的な行財政運営を図るため、行政事

務の包括アウトソーシングを導入します。 
 

◇ 総務一般事務費（行政事務包括業務委託含む） 130,742千円  

◇ [新規] 新しい園芸産地づくり支援事業費 5,731千円  

◇ [新規] 道の駅魅力アップ整備事業費 52,949千円  

◇ [新規] 地域未来投資促進事業費 7,500千円  

◇ オール遠野で観光まちづくり推進事業費 24,933千円  

◇ [新規] 遠野物語発刊110周年事業費 3,570千円  
 
 

 

 

 
総務企画部財政担当 （海老、田代） 

  電話 0198-62-2111 （内線 222） 

担当
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令和元年度遠野市一般会計補正予算（第６号）案の概要について 
 
 

【発表の要旨】 
  令和２年３月遠野市議会定例会（２月 25日開会）に提出する一般会計補正予算案の概要

についてお知らせします。 

 
 
【発表の内容】 

令和元年度遠野市一般会計補正予算（第６号）案の概要  

 １ 補正予算額  ２５,１４３千円 

   歳入歳出にそれぞれ 25,143 千円を追加し、予算総額を 19,731,969 千円とします。 

（当初予算比較では、9.7％の増） 

 

 ２ 編成の視点 

(1) 国の補正予算に伴う事業費の計上                674,718千円 

(2) 国及び県等の補助事業内示に伴う事業費の計上          △24,988千円 

(3) 補正予算(第５号)編成後に発生した緊急かつ臨時的な経費      28,586千円 

(4) 事業費精査による事務費（人件費、繰出金など）等の計上     △653,173千円 

 

３ 歳入歳出予算の内容 

(1) 主な歳入について 

１款 市税の増 26,000 千円 
 市民税 20,000千円 ほか 

10款 地方交付税の減 △10,926 千円 
 普通交付税 △10,926千円 

14款 国庫支出金の増 79,789 千円 
 地方創生拠点整備交付金 260,700千円 ほか 

15款 県支出金の減 △36,941 千円 
 森林環境保全直接支援事業費補助金 △21,086千円 ほか 

18款 繰入金の減 △91,190 千円 
 財政調整基金繰入金 △69,980千円 ほか 

21款 市債の増 132,300 千円 

 

 

遠野市記者発表資料 
令和２年２月 1 8 日 
総務企画部  財政担当 

資料 Ｎｏ．２

永遠の日本の 

ふるさと 遠野 



 
遠野市記者発表資料 

 

(2) 主な歳出について 

２款 総務費の増 43,906 千円 

 財政管理費 104,248千円 ほか 

３款 民生費の減 △25,187 千円 

 国民健康保険特別会計事業勘定繰出金 51,320千円 

社会福祉協議会運営支援事業費 15,796千円 ほか 

７款 商工費の増 407,229 千円 

 [新規]道の駅魅力アップ整備事業費 544,878千円 ほか 

10款 教育費の減 △9,920 千円 

 [新規]ＧＩＧＡスクール環境整備事業費（小学校） 6,080千円

[新規]ＧＩＧＡスクール環境整備事業費（中学校） 1,658千円

小学校体育館大規模改造整備事業費 112,614千円 ほか 

 

４ 主要事業 

   別添「令和元年度一般会計補正予算（第６号）主要事業一覧表」のとおり。 

総務企画部財政担当 （田代） 

  電話 0198-62-2111 （内線 222） 

担当



（単位：千円）

その他
の内訳

７　款　（商　工　費）

1 7 1 2 商工費 【大綱３】
【新規】
道の駅魅力アップ整備事
業費

国の補正予算による地方創生拠点整備交付金
を活用した道の駅「遠野風の丘」リニューア
ル整備
…改修工事請負費　ほか

544,878 260,700 260,700 23,478

10　款　（教　育　費）

2 10 1 2 事務局費 【大綱４】 体育・文化行事奨励費

中総体等選手派遣費補助金の増
…文部科学大臣杯第11回全日本少年春季軟式
野球大会（３月21日～静岡県）への遠野中学
校出場に係る補助

984 3,466 △ 2,482

※県支出金は、
第１号補正で計
上した別途経費
への充当

3 10 2 2 教育振興費 【大綱４】
【新規】
ＧＩＧＡスクール環境整
備事業費

「ＧＩＧＡスクール構想」に伴う校内通信
ネットワーク環境の整備に係る調査設計費
…小学校情報通信ネットワーク環境整備調査
設計業務委託料

6,080 6,080

4 10 2 3 学校建設費 【大綱４】
小学校体育館大規模改造
整備事業費

国の補正予算に伴い前倒して実施する小学校
屋内運動場大規模改造整備
…土淵小学校屋内運動場大規模改造工事請負
費　ほか

112,614 15,545 97,000 69

5 10 3 2 教育振興費 【大綱４】
【新規】
ＧＩＧＡスクール環境整
備事業費

「ＧＩＧＡスクール構想」に伴う校内通信
ネットワーク環境の整備に係る調査設計費
…中学校情報通信ネットワーク環境整備調査
設計業務委託料

1,658 1,658

県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源

令和元年度　一般会計補正予算（第６号）主要事業一覧表

【大綱１】自然を愛し共生するまちづくり　【大綱２】健やかに人が輝くまちづくり　【大綱３】活力を創意で築くまちづくり　【大綱４】ふるさとの文化を育むまちづくり　【大綱５】みんなで考え支えあうまちづくり

目 目　　名
総合計画
大　綱

事　　業　　名 事　　　業　　　内　　　容 調 整 額
財　　源　　内　　訳

備考
国支出金

№ 款 項



 

永遠の日本の 

ふるさと 遠野 

 
 

小友町外山地区における太陽光発電事業に対する 
市の対応経過について 

 

【発表の要旨】 

 小友町外山地区の太陽光発電事業設備設置工事に伴って発生した濁水被害等に

対する、市の対応経過について報告します。 

 

【発表の内容】 

１ 概要 

小友町外山地区の太陽光発電事業設備設置工事に伴って発生した濁水により、

河川環境の悪化、農業施設への被害、淡水魚被害等が発生しました。 

これに対し、市は、遠野市景観資源の保全と再生可能エネルギーの活用との調

和に関する条例に基づいた指導、事業者との協議、事業者と締結した協定に基づ

く書面での指導、立入調査・現地確認、住民説明会等を実施し、濁水被害等の早

期解決に向け対応を行ってきたことから、市の対応経過について報告します。 

 

２ 内容について 

  別紙資料のとおり 

 

 

遠野市記者発表資料 

令和２年２月 1 8 日 

総務企画部政策担当 

資料 Ｎｏ．３

総務企画部政策担当 (箱山) 

   電話 0198-62-2111 （内線 215） 

担当 



 

永遠の日本の 

ふるさと 遠野 

 
 

遠野市景観資源の保全と再生可能エネルギーの活用との 
調和に関する条例の一部改正について 

 

【発表の要旨】 

  永遠の日本のふるさと遠野として守り続けてきた景観資源を保全するととも

に災害の発生防止を図るため、遠野市景観資源の保全と再生可能エネルギーの

活用との調和に関する条例の一部改正を３月市議会定例会に提案します。 

 
【発表の内容】 
１ 条例改正の背景・趣旨 

全国的に太陽光発電事業による問題が発生しており、本市においても小友町外

山地区の太陽光発電事業に起因した濁水被害等が発生しました。 

また、「松崎町光興寺の防災と景観を考える有志の会」から太陽光発電事業を

抑制する区域を条例で定めることを求める要望書及び署名が、当市及び遠野市議

会に提出され、遠野市議会からも再生可能エネルギー発電施設導入に関する条例

の制定を求める意見書が当市に提出されました。 

更には、遠野市景観資源の保全と再生可能エネルギーの活用との調和に関する

審議会に、条例の一部改正について諮問した結果、賛同する旨の答申がありまし

た。 

これらを踏まえ、遠野市景観資源の保全と再生可能エネルギーの活用との調和

に関する条例（以下「条例」という。）を改正し、永遠の日本のふるさと遠野と

して守り続けてきた景観資源を保全するとともに、災害の発生防止を図るため、

条例の一部改正について、３月市議会定例会に提案いたします。 

 

２ 条例改正の概要等について 

  別紙資料のとおり 

遠野市記者発表資料 

令和２年２月 1 8 日 

総務企画部政策担当 

資料 Ｎｏ．４

総務企画部政策担当 (箱山) 

   電話 0198-62-2111 （内線 215） 

担当 



 

 

永遠の日本の 

ふるさと 遠野 

 
 

令和元年度「市長と語ろう会」の開催結果について 
 

【発表の要旨】 
「小さな拠点による地域づくり」をテーマに、市内 11 地区で開催した「市長と

語ろう会」について、その内容をお知らせします。 

 
【発表の内容】 
１ 内容  

本年度の「市長と語ろう会」は、「小さな拠点による地域づくり」をテーマに、

令和２年１月 26 日（日）から２月 12 日（水）までの間、市内 11 地区を会場に

開催しました。 

 期間中に、市民 392 人（前年 295 人）の参加を頂き、190 件(前年 191 件)の意

見・提言が寄せられました。 

 

２ 開催結果 

(1) 参加者状況 

  ア 総参加者数 392 人（男性 290 人・女性 102 人） 

  イ 平均出席人数 35.6 人 

(2) 提言内容 

  ア 意見・提言総数 190 件 

  イ 主な提言内容 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 意見・提言の取扱い 

  寄せられた意見・提言は、小さな拠点による地域づくりの今後の市政運営に

生かすとともに、提言集として取りまとめ、各地区センター等に配架し、供覧

します。 

区分 
意見・ 

提言数 
主な意見・提言内容 

小さな拠点 104件 

・指定管理者制度への移行に伴う市の支援体制について

・指定管理者制度の周知方法の拡充について 

・地区センターの職員体制及び雇用方法について 

・市職員による地域づくりへの参画について 

消防団再編 27件 

・行政区再編と消防団再編の考え方について 

・平日の消防団員不在時の出動体制について 

・企業の消防活動への理解と協力について 

その他 59件 
・農林業の振興について ・空き家対策について 

・子育手支援、移住定住への取組について 

資料 Ｎｏ．５

総務企画部政策担当 (佐々木) 

   電話 0198-62-2111 （内線 220）

担当 
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遠野市記者発表資料 

令和２年２月 18 日 

総務企画部政策担当 



 

 

永遠の日本の 

ふるさと 遠野 

 

令和元年度わらすっこ議会の開催について 
 

【発表の内容】 

１ 概要 

「わらすっこ条例」・「わらすっこプラン」・「わらすっこ基金」による子ども・
子育て支援３本柱の第２ステージを創造・発展するため、わらすっこ条例制定
10 年による条例の見直し、第２次遠野わらすっこプランの策定、わらすっこ基
金の新たな仕組みづくりを推進している中で、子ども達の主体性を尊重した
「わらすっこ会議」を２回開催し、意見交換及び発表の場を設定してきました。 

今般、「わらすっこ議会」を開催し、いままでの取り組みの発表の機会と位
置付けて、更にそのスキルを向上するとともにこれからの遠野を担っていく子
ども達により未来を創造し、存分に夢を語る場を設定しようとするものです。 

２ 主催 

  遠野市・遠野市議会・遠野市教育委員会 ★共催 （株）遠野テレビ 

３ 日時 

令和２年２月 22 日(土) 14:00～16:00 

４ 場所 

遠野市役所本庁舎本会議場(遠野市中央通り９番１号 遠野市役所本庁舎３階) 

５ わらすっこ議会議員 

令和元年度に開催したわらすっこ会議の委員 17 名 

 高校生３名・中学生３名・小学生 11 名 

６ 内容 

わらすっこ会議において発表した内容について、わらすっこ議会議員一人ず
つの意見として遠野市・遠野市議会・遠野市教育委員会へ提言し、その発表に
対して議員各位から、また、総括として市長、議長、教育長からそれぞれコメ
ントをいただきます。 

 傍聴席は柔軟に増加して対応しますが、入場できない場合のため３階大会議
室前のサイネージを活用しパブリックビューイング形式とします。 

【テーマ】 「遠野の未来を創造してみよう ～私の夢と希望～」 

【発表の要旨】 

遠野の宝、遠野の希望であるわらすっこたちが、「意見を表明し、その意見が尊
重される権利」（遠野市わらすっこ条例第7条）を具体化する機会と位置付け、地
域の一員として社会に参加する意識を育むとともに、遠野市の子ども・子育て施
策に対する関心、理解を深めることを目的として開催します。 

遠野市記者発表資料 

令和２年２月 1 8 日 

子育て応援部こども政策課 

資料 Ｎｏ．６

子育て応援部こども政策課(佐々木真奈美) 

   電話 0198-62-0189 （内線 860330） 

担当 



 
遠野市記者発表資料 

 

「こども本の森構想」の推進について 
 

【発表の要旨】 
  世界的建築家・安藤忠雄氏が提唱する「東北復興のシンボルはこどもたちの

未来である。」という想いをカタチにするため、安藤氏が遠野市に「こども向け
本の施設」をつくり、市に寄贈していただきます。 

  遠野市は、この施設を含めた「まちなか」を「子育てゾーン ～わらすっこの
居場所＝本の森構想～」としていくための検討を始めます。 

 

【発表の内容】 

１ きっかけ  

   安藤忠雄氏から遠野文化研究センター赤坂憲雄所長、西舘好子顧問を介して、

遠野市に「こども向けの本の施設」をつくってはどうかとの提案がありました。 

   市は、安藤忠雄氏、赤坂所長、西舘顧問と協議を重ね、まちなかの古民家を

活用した「こどもの本の施設」整備に向けて検討していくことで合意しました。 

   なお、安藤忠雄氏が中心となって進めている東日本大震災遺児・孤児育英資

金「桃・柿育英会」は、被災３県へ育英資金を贈っており、2020 年には総額約

50 億円になる見込みです。 

 

２ 主な経過  

１月 市へ赤坂所長、西舘顧問から「こども向け本の施設」について提案 

  ６月 遠野文化研究センター運営委員会内に「検討チーム」設置 

  ７月 安藤忠雄建築研究所を市長訪問 

      安藤忠雄氏から遠野市でプロジェクトを行うことの考えを伺う 

      ・「東北復興のシンボルは、こどもたちの未来である。」 

      ・「こどもたちの未来のためには、本・読書が大事」 

      ・『遠野物語』＝民俗学、世界文学。遠野には本のイメージがある。 

８月 安藤忠雄氏講演会 at 遠野市 開催 

「遠野市から地方都市の可能性を考える」と題し講演。約600名の参加。 

      ・『遠野物語』は日本人の心のふるさとである。遠野は文学的にいえ

ば日本で一番有名な場所ではないか。 

      ・遠野には古民家がたくさんある。外観を残しながら図書館に活用し

てみるのもひとつである。 

        ※講演会前に市役所本庁舎、旧 三田屋など中心市街地を視察 

10 月 検討チームが市長にプロジェクトの「コンセプト・シート」を提出 

 

令和２年 

１月 10 日 こども本の森構想懇談会及びワーキンググループ第１回合同会議 

        ※懇談会及びワーキンググループの構成は、別添の通り。 

１月 23 日 第２回ワーキンググループ会議開催 

遠 野 市 記 者 発 表 資 料 

令 和 ２ 年 ２ 月 1 8 日 

こども本の森構想推進準備室 

資料 Ｎｏ．７

永遠の日本の 

ふるさと 遠野 
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３ 「こども向け本の施設」整備方針  

   (1) 施設整備場所 「旧 三田屋」を活用し改築整備する。 

   (2) 改築の考え方  

＊図書館とは異なる機能を持った、こども向けの本の施設(居場所) 

現在の外観や間取りを基本として、使える材料を活用して建て替える。 

     (遠野町５区自治会集会施設等にも活用できるよう十分に配慮する。) 

 (3) 改築費用等の負担 

    ① 改築費用は、ほぼ全額、安藤忠雄建築研究所が負担する。 

    （旧 三田屋の建物及び用地を市から借り受けて、安藤忠雄建築研究所が

直接設計、施工を発注する。完成した施設を市に寄付する。） 

    ② 市は、本棚等の備品費用を負担する。 

    ③ 本については、マスコミ等を活用してキャンペーンを行い、全国から

寄贈していただく。併せて、運営資金等も募っていく。 

 (4) 改築スケジュール(予定) 

     令和２年(2020 年)８月 着工  令和３年(2021 年)３月 完成見込 

   （建物完成後、内部の本の展示、整理を行いオープニングに向けた準備） 

 

４ 今後の日程  

 

(1) 令和２年４月  

安藤忠雄建築研究所と遠野市が、施設の寄附に係る「覚書」締結。 

全国から本の寄贈と運営資金等の募集を行う。 

 (2) ６月 市議会定例会において「負担付寄附の受納について」議案提出 

 (3) ９月 市議会定例会において、施設新設に係る「設置条例」議案提出 
    

文化課 こども本の森構想推進準備室 

           (石田) 

   電話 0198-62-2340 

担当 
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こども本の森構想懇談会委員名簿 

 

(50音順) 

ＮＯ 氏   名 備   考 

１ 石川 義晃 いしかわ よしあき 岩手県沿岸広域振興局長 

２ 小野寺 純治 おのでら じゅんじ 岩手大学学長特別補佐 

３ 小原 正明 おばら まさあき 
岩手日報社総合メディア局コンテンツ事業

部長 

４ 菊池 広親 きくち ひろちか 遠野市教育委員会教育長 

５ 小向 孝子 こむかい こうこ 
一般財団法人遠野市教育文化振興財団 

アドバイザー 

６ 佐藤 功 さとう こう 釜石市教育委員会教育長 

７ 中浜 艶子 なかはま つやこ 社会福祉法人遠野市保育協会理事長 

８ 飯田 雅裕 はんだ まさひろ 
朝日新聞東京本社総合プロデュース室 

プロデューサー 

９ 吉野 英岐 よしの ひでき 岩手県立大学総合政策学部長 

 

 氏   名 備   考 

座長 本田 敏秋 ほんだ としあき 遠野市長 

顧問 赤坂 憲雄 あかさか のりお 学習院大学教授 

顧問 西舘 好子 にしだて よしこ NPO法人日本子守唄協会理事長 

顧問 若竹 千佐子 わかたけ ちさこ 小説家 第158回芥川賞受賞者 
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こども本の森構想ワーキンググループメンバー名簿 

 

(50音順) 

ＮＯ 氏   名 備   考 

１ 角田 直樹 かくた なおき 一般社団法人岩手県建築士会遠野支部長 

２ 菊池 寿子 きくち としこ 社会福祉法人遠野市保育協会松崎保育園長 

３ 木瀬 公二 きせ こうじ 元朝日新聞社盛岡総局長 

４ 小鎚 紅 こづち こう 遠野市PTA連合会母親委員会委員長 

５ 瀬川 和彦 せがわ かずひこ 遠野第５区自治会事務局 

６ 多田 千代子 ただ ちよこ 読み聞かせボランティア 

７ 照井 菜々 てるい なな 株式会社Next Commonsディレクター 

８ 富川 岳 とみかわ がく 株式会社富川屋代表取締役 

９ 福寄 順子 ふくより じゅんこ 一般財団法人遠野市教育文化振興財団主任 

10 細川 昭子 ほそかわ あきこ 遠野小学校長 

11 前川 敬子 まえかわ けいこ 遠野商工会女性部長 

12 松田 希実 まつだ きみ わらすっこ支援委員会委員長 

 

氏   名 備   考 

座長 飛内 雅之 とびない まさゆき 遠野市副市長 

 



 
 

 

 

遠野高校「新しい『遠野物語』を創るプロジェクト」発表会について 
【発表の要旨】 

  遠野高校が地域との協働による人材育成として実践している探究活動「新しい『遠

野物語』を創るプロジェクト」の発表会が開催されます。 

 

１ 目  的 

  遠野高校の総合的な学習において、地域の関係機関や団体等と連携しながら３年目を

迎えた探究活動の「新しい『遠野物語』を創るプロジェクト」のさらに深化した成果が

発表されます。 

  なお、この取組は、独立行政法人教職員支援機構から学校をとりまく課題の解決に向

けて実践した優れた取組として、全国 322件の応募の中から、10点選ばれた優秀賞を受

賞しました。さらに、マイプロジェクトアワード岩手県サミットにおいて、２年生の男

子生徒が３月末の全国サミット出場も勝ち取りました。 

 

２ 日  程 

 (1) 日時 令和２年２月26日（水）９：25～16：00 

 (2) 場所 遠野市民センター 大ホール 

 (3) 日程 

   ９：25～９：40 開会行事 

   ９：40～10：10 遠野郵便局風景印表彰・台湾派遣報告 

   10：10～10：25 マイプロジェクト発表 

   10：40～11：40 ポスターセッション 

   12：50～15：40 プロジェクト発表 

   15：40～16：00 閉会行事 

 

３ 発表内容 

 テーマタイトル 連携機関・団体等 

Ａ 高校生による観光開発 遠野ふるさと公社 

Ｂ 遠野を知り世界に発信（交流） ＪＴＢ盛岡 

Ｃ ＳＤＧｓで地域創生を実現させよう 遠野みらい創りカレッジ

Ｄ 
東京2020パラリンピックブラインドサッカーブラ

ジルチームホストタウン遠野市の挑戦 
富士大学 

Ｅ 遠高Ｗａｔｃｈｉｎｇ制作 株式会社遠野テレビ 

Ｆ 高校生の目線で魅力ある広報を作ろう 遠野市総務企画部 

Ｇ 医療・福祉の充実による遠野の安心づくり 遠野市健康福祉部 

Ｈ 子育て支援の推進 遠野市子育て応援部 

Ｉ ヒラメキ！をカタチに 遠野高校 

Ｊ 教育から地域課題にアプローチ 
遠野高校、盛岡中央高校

附属中学校 

Ｋ 郷土芸能継承の諸課題を考える 遠野高校 

Ｌ 遠野イノベーション 遠野高校 

 

４ 参加申込 

  参加は遠野高校（℡ 0198-62-2824 fax 0198-62-2805）に直接申込んでください。 

教育委員会事務局学校教育課

（担当：澤村・佐々木） 

 電話 0198-62-4412 

担

当

永遠の日本の 

ふるさと 遠野 
遠 野 市 記 者 発 表 資 料 

令 和 ２ 年 ２ 月 1 8 日 

教育委員会事務局学校教育課 

資料 Ｎｏ．８
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「防災の集い～災害に負けない遠野を創る～」の開催について 
 
【発表の要旨】 
  「防災の集い～災害に負けない遠野を創る～」を開催します。 
 
 
【発表の内容】 
１ 目 的 
  東日本大震災などの災害による犠牲者のご冥福を祈り、被災地の復旧・復興を

祈念するとともに地域の防災意識の醸成・高揚を図り、災害に負けない遠野を創
ることを目的に開催するものです。 

 
２ 主 催 遠野市 
 
３ 講 演 遠野市消防団、遠野市婦人消防協力隊、遠野市自主防災組織連絡会 
 
４ 日 時 令和２年３月15日（日）13:30～16:00 
 
５ 場 所 あえりあ遠野 交流ホール（遠野市新町１番10号） 
 
６ 内 容 
(1) 防災活動報告 

  ・遠野市国土強靭化地域計画の概要について 
  ・東日本大震災災害伝承語り部の活動 
 
 (2) 防災基調講演 
   演題 異常気象と台風災害について 
   講師 盛岡気象台職員 
 
(3) 関係機関の防災活動について 

    演題 非常災害からの停電復旧対応について 
   講師 東北電力遠野電力センター 磯﨑達也 氏  
 

(4) 災害対策研究発表 

題 目 菊池家災害対策本部～四姉弟で災害を切り抜けろ！～ 
     発表者 不来方高校２年 菊池音羽さん  
 
(5) 東日本大震災遠野市後方支援資料館感想文作文発表 

   最優秀賞 題 名「ほこりに思う遠野市」 
        受賞者 青笹小学校４年 浅沼美月さん 

遠野市記者発表資料 

令和２年２月 1 8 日 

総務企画部防災危機管理課 

お知らせ Ｎｏ．１
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(6) 防災展示  13:00～16：15 

(ｱ) その場で「いわてモバイルメール」登録（登録支援） 

(ｲ) その場で「防災アプリ遠野」登録（登録支援） 

(ｳ) いざという時の防災グッズ（展示） 

(ｴ) 災害時にも役立つアマチュア無線（展示：遠野アマチュア無線クラブ） 

(ｵ) 自衛隊災害派遣の記録（展示） 
 
７ その他 
 (1) 参加料は、無料です。 
 
 (2) 参加者は、参加を希望する市民、消防団員、婦人消防協力隊員、自主防災組

織等です。 

 
 

総務企画部防災危機管理課 菊池・佐藤 

電話 0198-62-2111 （内線 122･123） 
担当 










	00_R02
	00・記者懇談会原稿【2
	01 R01年度補正予算(第６号)概要
	02 主要事業一覧表
	03_【資料No
	04_【資料No
	05_【資料No
	06_【資料No
	バインダー1
	07_【資料No
	07_【別添】名簿

	08_【資料No
	11_【お知らせNo
	20200218161343089
	20200218161512379




 


 


 


令和２年度 遠野市主要事業 
 


 


 


１ 遠野市一般会計予算の概要について     … 資料 №１ 


 


２ 予算に関する説明資料            … 資料 №２ 


 


３ 遠野市一般会計予算主要事業一覧表      … 資料 №３ 


 


４ 令和２年度各会計予算総括表         … 資料 №４ 


 


５ 市町村交付金（社会保障財源化分）が充てられる 


  社会保障施策に要する経費について       … 資料 №５ 


 


６ 遠野市総合計画実施計画（令和２年度）   … 資料 №６ 


 


 


 


令和２年２月18日 
 


遠   野   市 







 - １ -


 
 


令和 ２ 年度 


遠野市一般会計予算の概要について 
 


『支え合い、新たな時代を拓く予算』 


 


１ 予算総額  172億 5,000 万円  


 (1) 前年度予算額に比べ 740,000千円の減（ 4.1％減） 


 


 (2) 予算額比較 
                                                  （単位：千円） 


 総  額 
財   源   内   訳 


国  庫 県 市  債 そ の 他 一般財源 


令和２年度 


予 算 額 
17,250,000 1,891,928 1,283,961 938,800 1,377,059 11,758,252


令和元年度 
予 算 額 


17,990,000 2,125,746 1,204,263 1,510,100 1,570,668 11,579,223


（市債は臨時財政対策債を除く） 
 


   [参考] 予算の推移                                    （単位：千円） 


 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 


予 算 額 21,080,000 18,860,000 17,790,000 17,780,000 17,990,000 17,250,000


前年度比 17.6％ △10.5％ △5.7％ △0.1％ 1.2％ △4.1％


 


 (3) 予算の特徴 


令和２年度は、「第２次遠野市総合計画前期基本計画」の最終年度となるため、前期基本計画事


業の総点検と再構築を図ることとし、新規28事業を加えた 356事業、総額 172億 5,000万円で、昨


年度に引き続き、「人づくり・地域づくり」、「子育て支援」、「健康づくり」の３つの重要施策


を確実に実行するとともに、共生社会をテーマに市民が支え合い、新たな時代を拓く予算としてい


ます。 


また、遠野物語発刊 110周年を迎え、遠野の魅力を発信する特別展やシンポジウムなどの開催や


東日本大震災津波発災10年の節目に、市内外、沿岸被災地のこどもたちの心の拠り所として、こど


も本の森構想の実現に向け、令和２年度ならではの事業に取り組みます。 


 


ア 人づくり・地域づくり（ 主要事業 13事業・317,259千円 ） 


本県唯一の「先導的共生社会ホストタウン」の認定を受け、心のバリアフリーを推進し、聴覚障


がい者の社会参加や自立促進に必要な「手話奉仕員」の養成など、市民が支え合う新たな共生社会


の実現を目指します。 


また、全11地区に一括交付型補助金（１地区３百万円）の交付を継続し、小さな拠点による地域


づくりを応援します。 


資料№１
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◇ [新規] 小さな拠点による地域づくり推進事業費 65,765千円  


◇ 地域福祉連携推進事業費 16,338千円  


◇ [新規] 共生社会コミュニケーション支援事業費 798千円  


◇ 学びのまちづくり推進事業費 62,385千円  


◇ [新規] 先導的共生社会ホストタウン推進事業費 20,106千円  


◇ [新規] オリンピック・パラリンピック参画事業費 3,715千円 ほか 


 


イ 子育て支援 （ 主要事業 29事業・2,040,655千円 ） 


第２次遠野わらすっこプランを着実に実行するため、既存事業を再構築し、柔軟な子育て支援に


取り組みます。特に、養育支援が必要な家庭に「子育て家庭ヘルパー」を派遣する事業を新設し、


子育ての不安を軽減します。 


また、手狭になった青笹児童館の増築を行い、わらすっこがのびのび活動できる環境を整えま


す。 
 


◇ 未来へつなぐこども家庭支援事業費 6,336千円  


◇ 看護保育安心サポート事業費 15,045千円  


◇ わらすっこの療育支援事業費 34,088千円  


◇ [新規] 子育て家庭ヘルパー派遣事業費 3,713千円  


◇ [新規] みんなで応援子育てのまち推進事業費 15,994千円  


◇ [新規] ファミリー・サポート・センター推進事業費 3,885千円  


◇ [新規] 児童館施設整備事業費 17,075千円  


◇ ねっと・ゆりかご安心ネットワーク事業費 5,386千円  


◇ [新規] 親子あんしん相談支援事業費 5,800千円  


◇ [新規] こども本の森構想推進事業費 1,472千円 ほか 


 


ウ 健康づくり （ 主要事業 11事業・278,967千円 ） 


誰もが、いつまでも地域の担い手として活躍できるよう、自治体連携によるヘルスケア事業に継


続して取り組むとともに、こころの健康づくりを支援するゲートキーパーや傾聴ボランティアの養


成・育成を図ります。 
 


◇ [新規] こころの健康づくり事業費 378千円  


◇ 自治体連携ヘルスケアプロジェクト事業費 82,998千円  


◇ 生活習慣病予防プログラム推進事業費 76,144千円  


◇ 健康スポーツプログラム推進事業費 1,773千円  


◇ [新規] 健康づくりステップアップ事業費 641千円  


◇ 競技・イベントスポーツプログラム推進事業費 10,193千円 ほか 


 


エ その他、主な事業 


遠野物語発刊110周年や東京2020パラリンピックに出場するブラインドサッカーブラジル代表の事


前合宿を契機に遠野の魅力を発信します。 


共通優先方針である産業振興・雇用確保のため、新たな事業に取り組みます。 


また、会計年度任用職員制度への移行に合わせ、効率的な行財政運営を図るため、行政事務の包


括アウトソーシングを導入します。 
 


◇ 総務一般事務費（行政事務包括業務委託含む） 130,742千円  


◇ [新規] 新しい園芸産地づくり支援事業費 5,731千円  


◇ [新規] 道の駅魅力アップ整備事業費 52,949千円  


◇ [新規] 地域未来投資促進事業費 7,500千円  


◇ オール遠野で観光まちづくり推進事業費 24,933千円  


◇ [新規] 遠野物語発刊110周年事業費 3,570千円  
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 (4) 総合計画・実施計画の調整状況 


ア 総合計画・実施計画（実施期間：R2～R4）は、119事業・総額 119億 8,100万円を実施 


  ◇総合計画・実施計画（R2～R4）の調整結果 


事業費 国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 
      


11,981,009千円 1,338,457千円 1,131,839千円 2,163,300千円 4,069,363千円 3,278,050千円


（事業数 119事業）      


イ 令和２年度当初予算における実施計画登載事業の調整結果は、 113事業・56億 1,300万円 


  ◇令和２年度当初予算における実施計画登載事業の調整結果 


事業費 国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 
      


5,612,636千円 403,906千円 412,769千円 800,600千円 2,860,268千円 1,135,093千円


（事業数 113事業）      


ウ 令和２年度・総合計画大綱別事業費の調整結果 … 主要事業一覧表のとおり（資料№３） 
 


大綱１ 自然を愛し共生するまちづくり 事業数 75事業   事業費  3,297,867千円 


  （実施計画登載事業  25事業 / 事業費  1,113,561千円） 


 大綱２ 健やかに人が輝くまちづくり 事業数  81事業   事業費  5,306,064千円 


  （実施計画登載事業  26事業 / 事業費   303,406千円） 


大綱３ 活力を創意で築くまちづくり 事業数 87事業   事業費  2,152,530千円 


  （実施計画登載事業  39事業 / 事業費 3,507,158千円） 


 大綱４ ふるさとの文化を育むまちづくり 事業数  58事業   事業費  1,802,179千円 


  （実施計画登載事業  16事業 / 事業費  511,889千円） 


大綱５ みんなで考え支えあうまちづくり 事業数  55事業   事業費  4,691,360千円 


 （実施計画登載事業  ７事業 / 事業費  176,622千円） 


合   計 事業数 356事業   事業費 17,250,000千円 
（新規事業…28件､廃止事業…33件[事業統合含む]） （実施計画登載事業 113事業 / 事業費 5,612,636千円） 


 


(5) 健全財政に向けた取組 


ア 事務・事業見直し検討プロジェクトにより、52事業・ 5,430万円の削減効果 


イ 各種団体への負担金・補助金の見直しにより、 189件・ 1,260万円の抑制効果 


 


２ 主な一般財源  


 (1) 市税       2,580,501千円（対前年度予算額   29,867千円減、△1.1％） 


ア 市民税 1,071,294 千円 （ 同 46,930 千円減、 △4.2％）


 (ｱ) 個人市民税 855,368 千円 （ 同 6,300 千円減、 △0.7％ ）


 (ｲ) 法人市民税 215,926 千円 （ 同 40,630 千円減、 △15.8％ ）
  


イ 固定資産税 1,267,471 千円 （ 同 27,254 千円増、 2.2％）


 (ｱ) 純固定資産税 1,245,367 千円 （ 同 27,212 千円増、 2.2％ ）


(ｲ) 国有資産等所在市町村交付金 22,104 千円 （ 同 42 千円増、 0.2％ ）
  


ウ 軽自動車税 90,391 千円 （ 同 1,184 千円増、 1.3％）
  


エ 市たばこ税 151,345 千円 （ 同 11,375 千円減、 △7.0％）
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 (2) 地方交付税    7,229,727千円（対前年度予算額  66,427千円減、△0.9％） 


ア 普通交付税 6,489,726 千円 （ 同 86,427 千円減、 △1.3％）
 


イ 特別交付税 740,000 千円 （ 同 20,000 千円増、 2.8％）
 


ウ 震災復興特別交付税 1 千円 （ 同 0 千円、 0.0％）


 


 (3) 臨時財政対策債    329,000千円（対前年度予算額  32,000千円減、△8.9％） 


   ◇地方交付税＋臨時財政対策債について、対前年度予算額比較          （単位：千円） 


 
令和元年度 


予 算 額 


令和２年度 


当初予算額 
増 減 額 増 減 比 


地 方 交 付 税 Ａ 7,296,154 7,229,727 △66,427 △0.9％


臨時財政対策債 Ｂ 361,000 329,000  △32,000 △8.9％


Ａ ＋ Ｂ 7,657,154 7,558,727 △98,427 △1.3％


 


 (4) 地方譲与税等 


ア 地方譲与税 356,000 千円 （ 同 30,000 千円増、 9.2％）


 (ｱ) 地方揮発油譲与税 79,000 千円 （ 同 2,000 千円減、 △2.5％ ）


 (ｲ) 自動車重量譲与税 218,000 千円 （ 同 5,000 千円増、 2.3％ ）


(ｳ) 森林環境譲与税 59,000 千円 （ 同 27,000 千円増、 84.4％ ）
 


イ 法人事業税交付金 41,000 千円 （ 同 41,000 千円増、 皆増）


ウ 地方消費税交付金 590,000 千円 （ 同 90,000 千円増、 18.0％）


 


 (5) 繰入金（主要三基金） 


ア 財政調整基金繰入金 500,000 千円 （ 同 150,000 千円増、 42.9％）


イ 市債管理基金繰入金 102,622 千円 （ 同 141 千円減、 △0.1％）


ウ 公共施設等整備基金繰入金 71,000 千円 （ 同 11,000 千円減、 △13.4％）
 


◇主要三基金年度末残高（見込み）の状況                     （単位：千円） 


 平成30年度 
（決算額） 


令和元年度 
（決算見込額） 


令和２年度 
（決算見込額） 


財 政 調 整 基 金 1,736,713 1,551,388 1,051,388


市 債 管 理 基 金 401,820 353,403 253,403


公 共 施 設 等 整 備 基 金 362,871 240,771 169,771


計（A） 2,501,404 2,145,562 1,474,562
健全財政５ヵ年計画数値（B） 2,547,453 2,451,453 2,460,453


計画数値との差額 (A)－(B) △46,049 △305,891 △985,891


   ※ 市民１人当たりの令和２年度末主要三基金残高見込額  55,631円（R2.1.31住基人口 26,506人で算定） 


 


３ 市債借入額 12億 6,780万円（対前年度予算額 6億 330万円減、△32.2％） 


 (1) 事業に充てる市債   938,800千円（同 571,300千円減、△37.8％） 


 


 (2) 一般財源として活用する市債（臨時財政対策債） 329,000千円 


（同 32,000千円減、△8.9％） 
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   ◇市債現在高見込額（下段は健全財政５カ年計画の数値）            （単位：千円） 


令和元年度末 


現在高見込額 


令和２年度中増減見込額 令和２年度末 


現在高見込額 発行予定額 償還額(元金) 


19,631,750 1,267,800 2,122,109 18,777,441


18,658,357 1,600,600 2,036,599 18,222,358


   ※ 市民１人当たりの令和２年度末市債現在高見込額  708,422円（R2.1.31住基人口 26,506人で算定） 


 


４ 過疎対策に伴う特定財源を充当する事業  


 (1) 「過疎対策事業債」充当事業                         （単位：千円） 


事  業  名 事 業 費 
うち 過疎債額 


ア 経営企画費（遠野の元気創造基金積立金） / 2.1.6 
180,857 


(うち積立金 163,900) 
163,900


イ 児童館施設整備事業費 / 3.2.4 17,075 13,600


ウ 遠野東工業団地整備事業費 / 7.1.2 86,719 79,800


エ かやぶき屋根再生事業費 / 7.1.3 32,106 29,000


オ 橋りょう長寿命化整備事業費/ 8.2.2 22,000 9,800


カ 安心安全な道づくり事業費/ 8.2.3 100,000 35,000


キ 消防車両更新事業費 / 9.1.3 35,083 19,000


ク 消防防災施設等整備事業費 / 9.1.3 1,676 1,600


ケ 重要文化財千葉家住宅整備事業費 / 10.4.5 357,256 122,400


計 （ ９事業 ） 832,772 474,100
   ※ 「過疎地域自立促進特別措置法」による当該市町村が、総合的な市町村計画に基づき、過疎地域の自立促進を図り、もっ 


       て住民福祉の向上、雇用の増大、地域格差の是正及び美しく風格ある国土の形成に寄与するための経費について、その財源 


       とすることができる地方債です。 


起債許可予定額は国の枠配分によって行われます。対象事業費に対する借入割合（充当率）は 100％で、後年度において 


元利償還金の70％が普通交付税の基準財政需要額に算入されます。 


 


 (2) 「遠野の元気創造基金」充当事業                       （単位：千円） 


事     業     名 事 業 費 
うち 基金充当額 


ア 小さな拠点による地域づくり推進事業費 / 2.1.1 65,765 32,000


イ 総合交通対策事業費 / 2.1.1 75,999 69,000


ウ 道と川の市民協働推進事業費 / 2.1.1 7,908 2,200


エ 明るく安全なまち推進事業費 / 2.1.1 25,334 8,900


オ 自治体連携ヘルスケアプロジェクト事業費 / 4.1.1 82,998 30,000


カ まちなか商い振興事業費 / 7.1.2 17,289 3,000


キ 関係交流人口拡大事業費 / 7.1.4 8,675 2,000


ク で・くらす遠野定住促進事業費 / 7.1.4 2,900 2,700


ケ 鍋倉公園緑化再生事業費 / 8.4.3 2,000 1,300


コ 学びのまちづくり推進事業費 / 10.4.1 62,385 8,800


サ 博物館映像等整備事業費 / 10.4.4 4,070 3,000


シ 遠野遺産認定事業費 / 10.4.5 1,273 1,000


計 （ 12事業 ） 356,596 163,900
     ※ 過疎対策事業債（ソフト事業分）を財源に積み立てた「遠野の元気創造基金」からの繰出しを受けて実施する事業です。 
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５ 各基金を充当して実施する事業  


(1) 「永遠の日本のふるさと遠野基金」充当事業                （単位：千円） 


事     業     名 事 業 費 
うち 基金充当額 


ア 農地利活用推進事業費 / 6.1.3 1,299 1,200


イ 集落営農育成支援事業費 / 6.1.3 1,632 1,600


ウ まつり振興事業費 / 7.1.3 18,524 700


エ 観光・交流施設整備保全事業費 / 7.1.3 1,539 1,500


計 （ ４事業 ） 22,994 5,000
     ※ 合併市町村自立支援交付金（県支出金）及び合併特例事業債を財源に積み立てた「永遠の日本のふるさと遠野基金」から


の繰出しを受けて実施する事業です。 


 


(2) 「産業振興基金」充当事業                          （単位：千円） 


事     業     名 事 業 費 
うち 基金充当額 


ア 若者しごとサポート事業費 / 5.1.1 20,469 14,800


イ アスト加速化事業費 / 6.1.3 6,000 6,000


ウ アスト重点推進品目栽培支援事業費 / 6.1.3 7,807 4,991


エ 肉用牛増産対策推進事業費 / 6.1.4 24,799 11,000


オ 六次産業チャレンジ応援事業費 / 6.1.7 2,548 2,548


カ ビールの里づくり（TKﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ）事業費 / 6.1.7 3,000 3,000


計 （ ６事業 ） 64,623 42,339
     ※ 地域産業を幅広く振興するための財源として、平成29年度に新設した基金です。固定資産税の一部やふるさと納税をルー


ルに基づいて積み立て、地域産業における課題解決のための事業の財源として役立てます。 


 


(3) 「わらすっこ基金」充当事業                        （単位：千円） 


事     業     名 事 業 費 
うち 基金充当額 


ア わらすっこの療育支援事業費 / 3.2.2 34,088 350


イ 保育所等運営事業費 / 3.2.2 1,021,832 6,450


ウ みんなで応援子育てのまち推進事業費 / 3.2.2 15,994 5,335


エ 親子あんしん相談支援事業費 / 4.1.4 5,800 500


オ 防災教育推進事業費 / 9.1.4 4,636 100


カ 遠野わらすっこ「夢の教室」事業費 / 10.1.2 1,356 1,000


キ 幼稚園応援事業費 / 10.1.2 36,672 510


ク 学力向上対策事業費 / 10.1.3 21,495 300


ケ 就学援助費 / 10.2.2 17,409 250


コ 特別支援教育関係費 / 10.2.2 1,683 150


サ 就学援助費 / 10.3.2 20,483 200


シ 特別支援教育関係費 / 10.3.2 1,071 100


ス ブックスタート事業費/ 10.4.4 275 275


セ 先導的共生社会ホストタウン推進事業費 / 10.5.1 20,106 100


ソ オリンピック・パラリンピック参画事業費 / 10.5.1 3,715 100


計 （ 15事業 ） 1,206,615 15,720
     ※ 市民や企業など、市内外から寄せられた寄附金により積み立てた「わらすっこ基金」からの繰出しを受けて実施する事業


です。 
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(4) 「いつまでも元気ネットワーク基金」充当事業                 （単位：千円） 


事     業     名 事 業 費 
うち 基金充当額 


ア 地域福祉連携推進事業費 / 3.1.1 16,338 291


計 （ １事業 ） 16,338 291
     ※ 福祉の向上を目的に寄せられた寄附金により積み立てた「いつまでも元気ネットワーク基金」からの繰出しを受けて実施


する事業です。 


 


(5) 「市有林造成基金」充当事業                           （単位：千円） 


事     業     名 事 業 費 
うち 基金充当額 


ア 市有林造林事業費 / 6.2.2 40,188 14,680


計 （ １事業 ） 40,188 14,680
     ※ 市有林の売却益等により積み立てた「市有林造成基金」からの繰出しを受けて実施する事業です。 


 


(6) 「森林環境譲与税基金」充当事業                 （単位：千円） 


事     業     名 事 業 費 
うち 基金充当額 


ア 森林整備推進事業費 / 6.2.2 29,191 7,529


計 （ １事業 ） 29,191 7,529
     ※ 森林環境譲与税を財源に積み立てた「森林環境譲与税基金」からの繰出しを受けて実施する事業です。 


 


６ 性質別経費の状況  


    ◇性質別経費の増減状況                               （単位：千円） 


 令和元年度 令和２年度 増 減 増減比 


義務的経費 8,301,156 8,053,044 △248,112 △3.0％


 


人件費 3,055,415 2,990,988 △64,427 △2.1％


扶助費 2,862,767 2,804,162 △58,605 △2.0％


公債費 2,382,974 2,257,894 △125,080 △5.2％


投資的経費 2,122,129 1,363,415 △758,714 △35.8％


 


普通建設事業費 2,082,129 1,323,415 △758,714 △36.4％


 うち人件費 38,643 22,720 △15,923 △41.2％


災害復旧事業費 40,000 40,000 0 0.0％


その他の経費 7,566,715 7,833,541 266,826 3.5％


 


物件費 3,303,320 3,461,263 157,943 4.8％


補助費等 2,343,254 1,869,495 △473,759 △20.2％


繰出金 1,019,261 1,367,734 348,473 34.2％


その他 900,880 1,135,049 234,169 26.0％


  合 計 17,990,000 17,250,000 △740,000 △4.1％


 
 
 
 


(1) 義務的経費は２億 4,800万円の減額（ 3.0％の減少） 


人件費については、定員管理計画に基づき一般職の職員数を前年度当初と比較し、２人増の 363


人とするほか、地方自治法施行規則の一部改正により、これまでの非常勤職員等の非正規職員が会


計年度任用職員となり、期末手当の支給が可能となることから増額が見込まれましたが、効率的な


行財政運営を図るため、事務補助や定型業務について、非正規職員46人程度の業務を包括アウトソ


ーシングすることにより、前年度よりも約 6,400万円の減額となりました。 







 - ８ -


扶助費については、前年度と比較し老人福祉費が老人保護措置費の増等により 4.0％増・約 700


万円増額となりましたが、社会福祉費が対象者の減少による障がい者自立支援介護給付費の減等に


より 3.1％減・約 2,300万円減額、生活保護費も生活保護者の減少により 1.8％減・約 700万円減


額となりました。更に、保育園児等の減少により、保育所運営委託料及び認定こども園運営費負担


金が 4.5％減・約 4,500万円減額となり児童福祉費で約 3,800万円となったことから、全体として


は前年度よりも約 5,900万円の減額となりました。 


公債費については、第３次遠野市健全財政５カ年計画に基づくプライマリーバランスの黒字化を


堅持したことから、前年度よりも約１億 2,500万円減額することができました。これにより、令和


２年度末の市債残高は187億7,700万円となり、前年度当初予算と比べ約１億 200万円の減額となり


ます。 


 


(2) 投資的経費は７億 5,900万円の減額（35.8％の減少） 


普通建設事業費は、第２次遠野市総合計画に登載する事業を中心に、前年度と比べ36.4％減の約


13億 2,300万円を計上します。 


今年度は、手狭になった青笹児童館の増築を行い、わらすっこがのびのび活動できる環境を整備


します。そのため、拡張工事に係る経費を約 1,700万円計上します。 


また、老朽化が進んでいる伝承園乗込み長屋のかやぶき屋根については、伝統かやぶき屋根再生


事業整備方針に基づき、魅力ある観光振興を図るため、葺き替えに係る経費を約 3,200万円計上し


ます。 


一方、前年度と比較すると、遠野東工業団地の造成工事に合わせ、周辺道路等の環境整備を実施


する遠野東工業団地整備事業で約１億 1,700万円減額、前年度から３年かけて実施することとし、


今年度２年目となる同報系デジタル防災行政無線整備事業は、全体事業費の見込みが立ったことか


ら約２億 6,500万円減額、更に、土淵小学校校舎の大規模改造整備事業が完了し約１億 9,700万円


減額となったことから、投資的経費は前年度当初予算と比べ約７億 5,900万円の減額（35.8％の減


少）となりました。 


 


(3) 物件費は１億 5,800万円の増額（ 4.8％の増加） 


会計年度任用職員制度への移行に合わせ、行政サービスの水準を低下させることなく、人件費の


削減やより効率的な行財政運営を図るため、行政事務の包括アウトソーシングを実施する経費とし


て、１億 2,100万円計上します。 


また、消費税率が８％から10％に引き上げられ初の年間予算となったことや労務単価の上昇によ


る委託料の増額、燃料費の高騰、指定管理料の見直しなどから施設の維持管理費等に使われる物件


費の予算は、前年度よりも約１億 5,800万円の増額となりました。 


電気設備のＬＥＤ化による経費の削減などに努めてはいるものの、さらなる省エネ化、効率化を


図る必要があります。 


今後も、市民サービスを低下させることなく経常的な経費の削減に努め、持続可能な行財政運営


を図ります。 







予 算 に 関 す る 説 明 資 料


令　和　２　年　度


岩手県遠野市


資料 №２







 1


予 算 額 差引経常的 予 算 額 予 算 額 予 算 額


款 (A) 特定財源 ⼀般財源等 なもの (A)-(B) 特定財源 ⼀般財源等 構 成 ⽐ 増 減 ⽐ 構 成 ⽐


１ 2,580,501 2,580,501 2,580,501 15.0 △ 1.1 2,610,368 2,610,368 14.5


２ 356,000 356,000 356,000 2.1 9.2 326,000 326,000 1.8


３ 3,000 3,000 3,000 0.0 0.0 3,000 3,000 0.0


４ 3,000 3,000 3,000 0.0 0.0 3,000 3,000 0.0


５ 1,000 1,000 1,000 0.0 0.0 1,000 1,000 0.0


６ 41,000 41,000 41,000 0.2 皆増


７ 590,000 590,000 590,000 3.4 18.0 500,000 500,000 2.8


８ 17,000 17,000 17,000 0.1 0.0 17,000 17,000 0.1


９ 7,000 7,000 7,000 0.0 △ 30.0 10,000 10,000 0.1


10 7,229,727 740,001 6,489,726 6,489,726 41.9 △ 0.9 7,296,154 6,576,153 40.5


11 3,000 3,000 3,000 0.0 △ 2.9 3,089 3,089 0.0


0 0 0.0 0.0 0.0


66,877 7,103 59,774 59,774 0.4 △ 30.6 96,356 0.5


182,006 182,006 160,096 21,910 1.1 △ 3.5 188,622 13,368 1.0


116,806 116,806 116,248 558 0.7 △ 9.2 128,631 598 0.7


14 1,915,928 447,875 27,000 1,441,053 1,441,053 11.1 △ 11.1 2,154,657 12.0


15 1,283,961 303,490 6,000 974,471 974,471 7.4 6.6 1,204,263 6.8


16 38,548 5,231 9,651 23,666 23,666 0.2 8.9 35,388 725 0.2


17 63,000 34,873 28,127 0.4 △ 10.0 70,000 0.4


18 938,508 320,459 618,049 5.4 5.2 891,764 5.0


19 1 1 0.0 0.0 1 0.0


20 545,337 8,402 5,187 531,748 530,535 1,213 3.2 △ 2.0 556,607 1,896 3.1


21 1,267,800 938,800 329,000 7.4 △ 32.2 1,871,100 10.4


廃止 0.0 皆減 23,000 23,000 0.1


17,250,000 2,066,233 1,763,016 13,420,751 3,305,843 10,114,908 100.0 △ 4.1 17,990,000 10,089,197 100.0


100.0 12.0 10.2 77.8 19.2 58.6 100.0 56.1


 諸収⼊


 ⾃動⾞取得税交付⾦


歳　 入　 構　成　比


歳　　入　　合　　計


 市債


 繰越⾦


 県⽀出⾦


 財産収⼊


令和２年度　　当　初　性　質　別　歳　入　の　状　況


　遠野市一般会計


 市税


 地⽅譲与税


区        分


（単位：千円、％）


予 算 額


 繰⼊⾦


 地⽅特例交付⾦


 地⽅交付税


 負担⾦


 交通安全対策特別交付⾦


 国庫⽀出⾦


 左のうち


 経   常
 ⼀般財源等


 利⼦割交付⾦


令  和  ２  年  度 令  和  元  年  度


左のうち臨時的なもの (B) 左  の  内  訳


 寄附⾦


13


 分担⾦
12


 配当割交付⾦


 株式等譲渡所得割交付⾦


 使⽤料


 ⼿数料


 地⽅消費税交付⾦


 環境性能割交付⾦


 法⼈事業税交付⾦







 


予 算 額 差引経常的 予 算 額 予 算 額 経常収⽀ 予 算 額 経常収⽀


(A) 特定財源 ⼀般財源等 なもの (A)-(B) 特定財源 ⼀般財源等 構 成 ⽐ 増 減 ⽐ ⽐  率 構 成 ⽐ ⽐  率


１ (a) 2,990,988 20,766 46,108 2,924,114 76,966 2,847,148 17.3 △ 2.1 28.1 28.1 3,055,415 2,880,843 17.0 27.6


２ 3,461,263 165,189 251,111 3,044,963 706,928 2,338,035 20.1 4.8 23.1 23.1 3,303,320 2,267,150 18.4 21.7


３ 170,272 1,348 168,924 9,691 159,233 1.0 6.4 1.6 1.6 159,999 138,833 0.9 1.3


４ 2,804,162 3,167 4,530 2,796,465 1,934,042 862,423 16.3 △ 2.0 8.5 8.5 2,862,767 855,431 15.9 8.2


５ 1,869,495 244,162 550,887 1,074,446 205,758 868,688 10.8 △ 20.2 8.6 8.6 2,343,254 1,018,149 13.0 9.7


内 (1) 134,027 134,027 134,027 0.8 4.9 1.3 1.3 127,825 127,825 0.7 1.2


訳 (2) 1,735,468 244,162 550,887 940,419 205,758 734,661 10.1 △ 21.7 7.3 7.3 2,215,429 890,324 12.3 8.5


６ 2,257,894 2,257,894 38,873 2,219,021 13.1 △ 5.2 21.9 21.9 2,382,974 2,319,989 13.2 22.2


内 (1) 2,254,894 2,254,894 38,873 2,216,021 13.1 △ 5.3 21.9 21.9 2,379,974 2,316,989 13.2 22.2


訳 (2) 3,000 3,000 3,000 0.0 0.0 0.0 0.0 3,000 3,000 0.0 0.0


７ 186,542 176,542 10,000 1.1 28.8 144,784 0.8


８ 758,235 104,278 376,657 277,300 272,328 4,972 4.4 31.6 0.0 0.0 576,097 3,574 3.2 0.0


９ 1,367,734 38,527 542,413 786,794 186,215 600,579 7.9 34.2 5.9 5.9 1,019,261 267,680 5.7 2.6


10 0.0 0.0


11 20,000 20,000 0 0.1 0.0 0.0 0.0 20,000 0.1 0.0


15,886,585 752,631 1,803,054 13,330,900 3,430,801 9,900,099 92.1 0.1 94.8 97.9 15,867,871 9,751,649 88.2 93.3


12 1,363,415 1,207,194 156,221 7.9 △ 35.8 2,122,129 11.8


(b) 22,720 22,720 0.1 △ 41.2 38,643 0.2


(1) 1,323,415 1,176,492 146,923 7.7 △ 36.4 2,082,129 11.6


644,670 531,141 113,529 3.7 △ 54.9 1,428,257 7.9


(2) 40,000 30,702 9,298 0.2 0.0 40,000 0.2


(3) 0 0.0 0.0 0 0.0


17,250,000 1,959,825 1,959,275 13,330,900 3,430,801 9,900,099 100.0 △ 4.1 17,990,000 9,751,649 100.0


3,013,708 20,766 68,828 2,924,114 76,966 2,847,148 17.5 △ 2.6 3,094,058 2,880,843 17.2


100.0 11.4 11.4 77.3 19.9 57.4 104.3 54.2


臨時財政対策債
を経常⼀般財源
等から除いた経
常収⽀⽐率 ・


令  和  ２  年  度 令  和  元  年  度


左のうち臨時的なもの (B) 左  の  内  訳 左のうち


 経   常
 ⼀般財源等


元利償還⾦


⼀時借⼊⾦利⼦


⼀部事務組合に対するもの


物件費


(1) 以外のもの


公債費


扶助費


補助費等


令和２年度　　当　初　性　質　別　経　費　の　状　況


　遠野市一般会計


維持補修費


区        分


⼈件費


予 算 額


（単位：千円、％）


予備費


積⽴⾦


計    （１〜11）


投資的経費


投資及び出資⾦・貸付⾦


繰出⾦


前年度繰上充⽤⾦


 うち⼈件費


 うち⼈件費


歳  出  合  計


(a)+(b)


 うち単独事業費


歳  出  構 成 ⽐


普通建設事業費


災害復旧事業費


失業対策事業費


 2







 3


１ 2,990,988 17.3 △ 2.1 121,375 1,082,039 245,845 222,592 271,550 130,324 89,499 364,355 463,409 3,055,415 17.0


(1) 87,076 0.5 0.7 87,076 86,440 0.5


(2) 218,153 1.3 △ 28.4 57,747 19,114 16,988 51,173 2,285 108 24,168 46,570 304,823 1.7


(3) 31,569 0.2 0.0 31,569 31,580 0.2


(4) 2,654,190 15.4 0.8 34,299 992,723 226,731 205,604 220,377 128,039 89,391 340,187 416,839 2,632,572 14.6


２ 3,461,263 20.1 4.8 9,674 791,614 270,589 684,044 4,592 276,121 317,240 58,178 122,877 926,334 3,303,320 18.4


３ 170,272 1.0 6.4 20,280 1,100 39,638 10,985 873 95,493 283 1,620 159,999 0.9


４ 2,804,162 16.3 △ 2.0 2,761,443 3,071 39,648 2,862,767 15.9


５ 1,869,495 10.8 △ 20.2 24,911 192,453 142,472 257,488 18,498 593,270 131,290 364,091 45,504 99,518 2,343,254 13.0


(1) 3,090 0.0 △ 15.8 224 161 209 83 1,571 842 3,668 0.0


(2) 117 0.0 △ 29.1 117 165 0.0


(3) 2,300 0.0 △ 24.6 2,300 3,050 0.0


(4) 134,027 0.8 4.9 548 113,333 20,146 127,825 0.7


(5) 1,729,961 10.0 △ 21.7 24,911 189,381 142,472 143,994 18,498 593,061 131,290 364,008 23,670 98,676 2,208,546 12.3


６ 1,323,415 7.7 △ 36.4 76,911 20,043 41,580 120,069 117,875 222,920 334,421 389,595 1 2,082,129 11.6


(1) 668,695 3.9 4.5 55,937 17,043 34,580 61,169 140,889 359,077 640,092 3.6


(2) 644,670 3.7 △ 54.9 20,974 3,000 7,000 48,850 117,875 82,031 334,421 30,518 1 1,428,257 7.9


(3) 10,050 0.1 △ 27.1 10,050 13,780 0.1


７ 40,000 0.2 0.0 40,000 40,000 0.2


８ 2,257,894 13.1 △ 5.2 2,257,894 2,382,974 13.2


(1) 2,254,894 13.1 △ 5.3 2,254,894 2,379,974 13.2


(2) 3,000 0.0 0.0 3,000 3,000 0.0


９ 186,542 1.1 28.8 166,522 10,000 5,020 5,000 144,784 0.8


10 480,935 2.8 60.1 216,159 24,671 240,105 300,337 1.7


11 277,300 1.6 0.6 12,000 25,000 200,000 40,300 275,760 1.5


12 1,367,734 7.9 34.2 125,746 1,199,486 42,502 1,019,261 5.7


13 20,000 0.1 0.0 20,000 20,000 0.1


17,250,000 100.0 △ 4.1 155,960 2,467,565 4,650,978 1,507,074 23,090 1,326,686 902,602 1,070,286 867,440 1,960,424 40,000 2,257,894 1 20,000 17,990,000 100.0


0.1 3.0 △ 2.0 △ 3.9 25.4 5.4 △ 5.8 △ 10.9 △ 23.9 △ 7.0 0.0 △ 5.2 0.0 0.0


同級他団体に対するもの


都道府県に対するもの


計


その他に対するもの


県営事業負担⾦


災害復旧事業費


物件費


国に対するもの


委員報酬等


⼈件費


 性 質 別


議員報酬等


補助費等


維持補修費


１  議会費 ２  総務費 ４  衛⽣費


市⻑等特別職


３  ⺠⽣費 12  公債費
13  諸⽀出


⾦
14  予備費８  ⼟⽊費 ９  消防費


令和２年度　　当　初　一　般　会　計　予　算　経　費　内　訳


令和２年度
対前年度
増 減 率


令和元年度


当初予算額 構 成 ⽐ 当初予算額


　遠野市一般会計


７  商⼯費 構 成 ⽐５  労働費


　　（単位：千円、％）


６  農林⽔
  産業費


予   算   款   別   内   訳


10  教育費
11  災 害
  復旧費


⽬的別対前年度増減率


区   分 


繰出⾦


単独事業費


公債費


公債費


普通建設事業費


補助事業費


⼀部事務組合に対するもの


扶助費


職員⼈件費


予備費


⼀時借⼊⾦


積⽴⾦


投資及び出資⾦


貸付⾦







１　自主財源　　  4,531,584千円


　(1) 市税　　　　　　    2,580,501千円


　(2) 繰入金・諸収入 等   1,951,083千円


２　依存財源　　12,718,416千円


　(1) 地方交付税　　　    7,229,727千円


　(2) 市債　　　　　　    1,267,800千円


　(3) 国庫支出金　　　    1,915,928千円


　(4) 県支出金　　　　    1,283,961千円


　(5) その他　　  　　     1,021,000千円


　　　…　地方譲与税・地方消費税・交付金等


1　義務的経費　 8,053,044千円


　(1) 人件費　　  　　     2,990,988千円


　(2) 扶助費　  　　　     2,804,162千円


　(3) 公債費　　　　　    2,257,894千円


2　投資的経費　 1,363,415千円


　(1) 普通建設事業費　    1,323,415千円


(2) 災害復旧事業費　　  　 40,000千円


3　その他経費　 7,833,541千円


　(1) 物件費　　　　　　  3,461,263千円


　(2) 補助費等　　　　　  1,869,495千円


　(3) 繰出金　　　　　　  1,367,734千円


　(4) その他　　　　　     1,135,049千円


　　ア　維持補修費　 　　   170,272千円


　　イ　積立金　　　 　　   186,542千円


　　       ウ　投資及び出資金・貸付金


　　　　　　　　　　　　　　758,235千円


　　エ　予備費　　　　　　   20,000千円


令和２年度　遠野市一般会計予算


《歳出予算（性質別）の状況》


《歳入予算の状況》


歳入


予算総額 172億5,000万円


歳出


 4







大綱１　　　自然を愛し共生するまちづくり


　 大綱２　　　健やかに人が輝くまちづくり


大綱３　　　活力を創意で築くまちづくり


　 大綱４　　　ふるさとの文化を育むまちづくり


大綱５　　　みんなで考え支えあうまちづくり


その他
の内訳


1 1 1 1 【大綱５】 議会一般事務費


１　市議会議員共済会給付金負担金　22,940千円
２　会議録調整業務委託料
３　議会広報作成業務委託料
４　政務活動費交付金　1,080千円　他


34,585 34,585


2 2 1 1 【大綱５】 秘書一般事務費
１　旅費　2,430千円
２　交際費　1,900千円
３　全国市長会等負担金　848千円　他


6,887 6,887


3 2 1 1 【大綱５】 総務一般事務費


効率的な行財政運営に資する行政事務包括アウトソーシングの
実施等
１　行政事務包括業務委託料
２　職員及び会計年度任用職員生活習慣病予防健診業務等委託
料　他


130,742 1,896 諸収入 128,846


4 2 1 1 【大綱５】
ステップアップ職員
研修事業費


人材育成を図るための職員研修の実施
１　研修旅費　2,000千円
２　各種職員研修業務委託料
３　各種研修会出席者負担金　944千円
４　武蔵野市相互派遣研修　1,189千円　他


5,803 268 諸収入 5,535


１　款（議　会　費）


２　款（総　務　費）


国支出金 県支出金 地 方 債


令和２年度　遠野市一般会計予算　主要事業一覧表


№ 款 項 目 大　綱 事　　業　　名 事　　業　　内　　容


　　※事業費 5,000千円以上・新規事業・実施計画登載事業の抜粋（人件費・管理的経費除く、委託料・工事請負費は金額省略）


そ の 他 一般財源


財　　　源　　　内　　　訳
２年度
事業費


資料№３


1







その他
の内訳


国支出金 県支出金 地 方 債
№ 款 項 目 大　綱 事　　業　　名 事　　業　　内　　容


そ の 他 一般財源


財　　　源　　　内　　　訳
２年度
事業費


5 2 1 1 【大綱５】 地区行政一般事務費
１　区長(90人)報酬等　27,693千円
２　区長連絡協議会補助金　1,125千円
３　行政区事務費交付金 3,669千円　他


33,823 33,823


6 2 1 1 【大綱５】
【新規】
小さな拠点による地
域づくり推進事業費


【実施計画】
１　みんなで築くふるさと遠野推進事業費補助金　33,000千円
　…3,000千円×11地区
２　地域活動専門員(11人)報酬等　32,457千円　他


65,765 32,000 繰入金 33,765


7 2 1 1 【大綱１】 消費者支援事業費


消費者行政及び人権啓発活動費
【実施計画】
１　消費生活相談員(２人)報酬等　4,577千円
２　勤労者生活安定資金貸付金　2,000千円
３　消費者救済資金貸付金　10,000千円
４　弁護士無料法律相談業務委託料　他


19,182 1,136 12,000 諸収入 6,046


8 2 1 1 【大綱１】 総合交通対策事業費


【実施計画】
１　市営バス運行業務委託料等
２　廃止路線代替バス等運行費負担金(住田町)　2,300千円
３　廃止路線代替バス等運行費補助金　60,340千円　他
　…岩手県交通、遠野交通


75,999 69,932
繰入金
使用料


6,067


9 2 1 1 【大綱５】
社会保障・税番号制
度関連システム整備
事業費


社会保障・税番号制度運用に係る情報システム使用料等
１　情報セキュリティ対策支援業務委託料
２　社会保障・税番号制度用ＶＰＮ装置保守業務委託料
３　中間サーバー・プラットフォーム負担金　6,189千円　他


20,977 3,267 17,710


10 2 1 1 【大綱５】
道と川の市民協働推
進事業費


【実施計画】
１　河川清掃補助金　5,658千円
２　市道清掃活動等補助金　2,250千円


7,908 5,657 2,200 繰入金 51


11 2 1 1 【大綱１】
明るく安全なまち推
進事業費


１　交通指導員(26人)報酬等　6,355千円
２　防犯隊員活動謝礼等　414千円
３　防犯灯電気料　5,880千円
【実施計画】
４　防犯灯ＬＥＤ照明賃借料　8,949千円　他


25,334 384 8,900 繰入金 16,050


12 2 1 1 【大綱１】
【新規】
携帯電話等エリア整
備事業費


【実施計画】
附馬牛町中滝地区、宮守町達曽部椛川目地区携帯電話基地局整
備
１　調査設計監理業務委託料
２　基地局施設整備工事請負費
３　用地購入費　450千円


55,937 33,529 15,200 6,103 負担金 1,105


2







その他
の内訳


国支出金 県支出金 地 方 債
№ 款 項 目 大　綱 事　　業　　名 事　　業　　内　　容


そ の 他 一般財源


財　　　源　　　内　　　訳
２年度
事業費


13 2 1 2 【大綱５】 広報広聴活動事業費 広報紙印刷等業務委託料　他 7,120 780 諸収入 6,340


14 2 1 6 【大綱５】 経営企画費
１　総合計画審議会委員(25人)報償等　634千円
２　遠野の元気創造基金積立金　163,900千円
３　市政調査業務委託料　他


180,857 163,900 16,957


15 2 1 6 【大綱５】 広域連携推進事業費


近隣自治体と連携した地域課題解決及び情報発信
【実施計画】
１　旅行商品造成等業務委託料
２　観光施設周辺環境整備業務委託料
３　児童・生徒運動能力育成支援事業委託料　他


12,260 7,500 1,000 負担金 3,760


16 2 1 7 【大綱５】
遠野ふれあい交流セ
ンター改修事業費


【実施計画】
１　遠野ふれあい交流センター改修工事請負費
２　厨房備品購入費　20,000千円


34,043 34,000 繰入金 43


17 3 1 1 【大綱２】
国民健康保険特別会
計事業勘定繰出金


１　人件費分　25,123千円
２　保険基盤安定制度分　141,802千円
　(1) 保険税軽減分　93,488千円
  (2) 保険者支援分　48,314千円
３　出産育児一時金分　2,800千円
４　財政安定化支援事業分　9,000千円
５　事務費分　1,000千円


179,725 24,156 82,194 73,375


18 3 1 1 【大綱２】 民生委員費
民生委員等報酬及び費用弁償　5,682千円
…民生委員114人、民生委員推薦会委員12人　他


5,886 20 5,866


19 3 1 1 【大綱２】
社会福祉協議会運営
支援事業費


遠野市社会福祉協議会運営費補助金
１　事務局人件費分　24,152千円
２　総合福祉センター管理費分　7,950千円
３　地域福祉ネットワーク分　2,587千円
４　福祉団体活動費分　1,260千円


35,949 2,000 33,949


20 3 1 1 【大綱２】
地域福祉連携推進事
業費


多機関の協働による包括的相談支援体制構築業務委託料　他
…３地区に相談員配置(綾織、土淵、青笹)


16,338 11,250 291 繰入金 4,797


21 3 1 1 【大綱２】
生活困窮者自立促進
支援事業費


生活困窮者自立支援法に基づく相談支援事業等の実施
１　生活困窮者自立促進支援事業業務委託料
２　住居確保給付金　198千円　他


15,338 9,029 6,309


３　款（民　生　費）
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その他
の内訳


国支出金 県支出金 地 方 債
№ 款 項 目 大　綱 事　　業　　名 事　　業　　内　　容


そ の 他 一般財源


財　　　源　　　内　　　訳
２年度
事業費


22 3 1 2 【大綱２】
重度心身障害者医療
費給付事業費


受給者数　761人
…医療費給付　86,070千円　他


88,117 35,621 9,627 諸収入 42,869


23 3 1 2 【大綱２】
身体障害者３級医療
費給付事業費


受給者数　180人
…医療費給付　5,500千円　他


6,295 400 諸収入 5,895


24 3 1 2 【大綱２】
障害者自立支援介護
給付費


障害者総合支援法に基づく障がい福祉サービスの利用に対する
給付
…自立支援給付費　572,000千円　他


572,972 285,834 143,082 10 負担金 144,046


25 3 1 2 【大綱２】
障害者自立支援医療
給付費


対象者数　更生医療６人、育成医療３人、療養介護医療10人
…自立支援医療給付費　26,714千円　他


26,729 13,356 6,678 6,695


26 3 1 2 【大綱２】 特別障害者手当


在宅の重度障がい者(児)及び介護者への手当給付
１　特別障害者手当　10,771千円
２　障害児福祉手当　2,130千円
３　在宅重度障害者家族介護慰労手当　126千円


13,027 9,675 63 3,289


27 3 1 2 【大綱２】
障がい者福祉タク
シー事業費


重度障がい者に対するタクシー料金助成
【実施計画】
１　福祉タクシー券印刷製本費　80千円
２　福祉タクシー事業重度障がい者等搬送業務委託料


1,890 1,890


28 3 1 2 【大綱２】
障がい者生活応援事
業費


障がい者(児)に対する地域生活支援事業の実施
１　障がい者相談支援業務委託料
２　釜石・遠野地域成年後見センター運営業務委託料
３　日中一時支援事業費補助金　8,172千円
４　地域活動支援センター(Ⅱ型)事業費補助金　2,451千円
５　地域活動支援センター(Ⅲ型)事業費補助金　7,679千円
６　日常生活用具等給付費　8,874千円　他


43,399 17,646 8,823 16,930


29 3 1 2 【大綱２】
【新規】
こころの健康づくり
事業費


こころの健康づくりに資するゲートキーパー及び傾聴ボラン
ティアの養成・育成
１　傾聴サロン業務委託料
２　養成講座講師謝礼等　123千円　他


378 186 192


30 3 1 2 【大綱２】


【新規】
共生社会コミュニ
ケーション支援事業
費


聴覚障がい者の社会参加や自立促進に必要なコミュニケーショ
ン支援を行う手話奉仕員の養成等
１　手話奉仕員養成研修謝礼等　613千円
２　手話通訳者謝礼等　171千円


798 798


4







その他
の内訳


国支出金 県支出金 地 方 債
№ 款 項 目 大　綱 事　　業　　名 事　　業　　内　　容


そ の 他 一般財源


財　　　源　　　内　　　訳
２年度
事業費


31 3 1 3 【大綱２】
後期高齢者医療広域
連合運営事業費


１　共通経費負担金　14,968千円
２　療養給付費負担金　311,653千円


326,621 326,621


32 3 1 3 【大綱２】 老人保護措置費
養護老人ホーム入所扶助費　128,263千円　他
…55人分


128,293 19,200 負担金 109,093


33 3 1 3 【大綱２】
シルバー人材セン
ター運営事業費


シルバー人材センター運営費補助金
１　人件費分　4,200千円
２　事業費分　1,000千円
３　高齢者活用サポート事業分　4,800千円


10,000 10,000


34 3 1 3 【大綱２】
介護保険サービス利
用者支援事業費


低所得者(市民税非課税世帯)に対する介護保険サービス利用自
己負担の軽減
【実施計画】
介護保険サービス利用者支援事業費補助金　4,400千円


4,400 801 3,599


35 3 1 3 【大綱２】
介護保険特別会計繰
出金


１　職員人件費分　48,426千円
２　介護給付費分　421,223千円
３　地域支援事業分　12,948千円
４　包括的支援事業分　12,635千円
５　低所得者保険料軽減分　38,037千円
６　事務費(臨時的経費)分　13,389千円
７　事務費分　42,452千円
８　サービス事業勘定分　7,127千円


596,237 19,018 9,509 567,710


36 3 1 3 【大綱２】
高齢者福祉推進事業
費


高齢者の在宅での生活支援サービス等の提供
１　外出支援サービス事業業務委託料
２　生きがい活動支援通所事業業務委託料
３　釜石・遠野地域成年後見センター運営業務委託料
４　生活支援ハウス運営業務委託料
５　ふれあい・いきいきサロン事業費補助金　970千円　他


57,944 4,617
手数料
諸収入


53,327


37 3 1 3 【大綱２】
後期高齢者医療一般
事務費


１　健康診査業務委託料
２　歯科健康診査事業事務費負担金　25千円　他


6,351 4,486 諸収入 1,865


38 3 1 3 【大綱２】
後期高齢者医療特別
会計繰出金


１　人件費分　8,846千円
２　保険基盤安定負担金　94,693千円
３　事務費分　8,332千円


111,871 71,019 8,846 諸収入 32,006


39 3 2 1 【大綱２】
未来へつなぐこども
家庭支援事業費


子ども家庭総合支援拠点設置による子ども家庭支援の実施
１　家庭児童相談員・女性相談員報酬等　4,608千円
２　小児アドバイザー謝礼　360千円　他


6,336 2,130 18 4,188


5







その他
の内訳


国支出金 県支出金 地 方 債
№ 款 項 目 大　綱 事　　業　　名 事　　業　　内　　容


そ の 他 一般財源


財　　　源　　　内　　　訳
２年度
事業費


40 3 2 2 【大綱２】
看護保育安心サポー
ト事業費


遠野市病児等保育施設「わらっぺホーム」運営費
（開所日数240日、登録者数220人、年間利用者数550人）
【実施計画】
１　病児等保育事業業務委託料
２　病児等保育施設使用料　360千円　他


15,045 3,517 3,517 960 負担金 7,051


41 3 2 2 【大綱２】
わらすっこの療育支
援事業費


心身において発達の遅れがある児童の療育支援事業
１　障害児通所給付費　23,403千円
２　障害児相談支援給付費　82千円
【実施計画】
３　療育教室指導員委託料
４　幼児の育ち相談員(1人)報酬等　2,289千円
５　特別支援学校スクールバス運行業務委託料　他


34,088 12,192 6,233 350 繰入金 15,313


42 3 2 2 【大綱２】
わらすっこの居場所
事業費


児童館(７館)、児童クラブ(４クラブ)の管理運営
１　児童館指定管理料
２　児童クラブ運営業務委託料
３　児童館及び児童クラブ育成団体等運営費補助金　2,990千
円


120,815 15,885 16,135 88,795


43 3 2 2 【大綱２】 児童手当
受給対象児童数　2,800人
１　児童手当システム保守業務委託料
２　扶助費　337,300千円　他


338,188 233,966 51,666 52,556


44 3 2 2 【大綱２】 児童扶養手当給付費 扶助費　108,219千円　他 108,263 36,073 72,190


45 3 2 2 【大綱２】
乳幼児等医療費給付
事業費


 
受給者数　乳幼児891人、妊産婦63人
…医療費給付　26,634千円　他


29,680 9,811 1,831 諸収入 18,038


46 3 2 2 【大綱２】
小学生・中学生医療
費給付事業費


【実施計画】
受給者数　小学生750人、中学生390人
医療費給付　10,400千円　他


12,925 160 諸収入 12,765


47 3 2 2 【大綱２】
ひとり親家庭医療費
給付事業費


受給者数　507人
医療費給付　10,960千円　他


11,461 4,571 545 諸収入 6,345


48 3 2 2 【大綱２】 保育所等運営事業費


１　保育所運営業務委託料(12園)
２　認定こども園運営費負担金(３園)　157,618千円
３　遠野市保育協会運営事業費補助金　46,686千円
４　特別保育事業業務委託料
５　子育て環境育成事業費補助金　500千円
６　副食費助成金　11,610千円　他


1,021,832 457,720 210,802 45,987
負担金
繰入金


307,323
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その他
の内訳


国支出金 県支出金 地 方 債
№ 款 項 目 大　綱 事　　業　　名 事　　業　　内　　容


そ の 他 一般財源


財　　　源　　　内　　　訳
２年度
事業費


49 3 2 2 【大綱２】
とおのスタイル結婚
応援事業費


人材育成とネットワークづくり及び出会いの場の創出
【実施計画】
１　出会い創出事業費補助金　500千円
２　わらすっこ条例応援事業者助成金　100千円　他


976 976


50 3 2 2 【大綱２】
【新規】
子育て家庭ヘルパー
派遣事業費


養育支援を必要とする家庭に対するヘルパー派遣と家事援助の
提供
【実施計画】
１　子育て家庭支援専門員報酬等　2,559千円
２　子育て家庭訪問支援業務委託料　他


3,713 1,237 1,237 1,239


51 3 2 2 【大綱２】
【新規】
みんなで応援子育て
のまち推進事業費


子ども・子育て支援３本柱(わらすっこ条例・プラン・基金)の
総合的推進
【実施計画】
１　わらすっこ支援委員(15人)報酬等　204千円
２　わらすっこルーム等備品購入費　300千円
３　わらすっこ基金助成事業費補助金　900千円
４　使用料サポート事業費補助金　1,827千円
５　わらすっこ誕生応援券交付金　1,341千円
６　わらすっこ基金積立金　10,000千円　他


15,994 5,335 繰入金 10,659


52 3 2 2 【大綱２】


【新規】
ファミリー・サポー
ト・センター推進事
業費


【実施計画】
１　子育て援助活動支援員報酬等　2,286千円
２　預かり会員対象講習会講師謝礼　244千円　他


3,885 1,295 1,295 1,295


53 3 2 4 【大綱２】
【新規】
児童館施設整備事業
費


【実施計画】
１　青笹児童館拡張工事設計業務委託料
２　青笹児童館拡張工事請負費　他


17,075 1,752 1,641 13,600 82


54 3 3 2 【大綱２】 生活保護費


１　生活扶助(延べ2,520人)　96,810千円
２　住宅扶助(延べ1,116世帯)　22,878千円
３　教育扶助(延べ60人)　750千円
４　介護扶助(延べ636人)　9,540千円
５　医療扶助(延べ2,736人)　240,768千円　他


378,786 284,088 3,835 2 諸収入 90,861


55 4 1 1 【大綱１】 水道事業会計補助金


１　簡易水道事業高料金対策分　62,643千円
２　受託小規模施設運営費分　5,709千円
３　基本料金消費税増税据置分　8,810千円
４　宮守簡水企業債元利償還金分　60,329千円
５　遠野簡水企業債元利償還金分　36,362千円
６　砂子沢飲料水施設元利償還金分　2,479千円


176,332 176,332


４　款（衛　生　費）
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その他
の内訳


国支出金 県支出金 地 方 債
№ 款 項 目 大　綱 事　　業　　名 事　　業　　内　　容


そ の 他 一般財源


財　　　源　　　内　　　訳
２年度
事業費


56 4 1 1 【大綱１】
水道ビジョン推進事
業費


【実施計画】
１　小規模給水施設設備改良工事費負担金　7,000千円
２　上水道管路耐震化事業出資金　133,650千円


140,650 106,900 33,750


57 4 1 1 【大綱２】
国民健康保険特別会
計直営診療施設勘定
繰出金


医科人件費分　42,502千円 42,502 42,502


58 4 1 1 【大綱２】
地域医療環境整備事
業費


１　在宅当番医制運営事業委託料
２　病院群輪番制病院運営事業費負担金　1,737千円
３　国保連医師養成事業費負担金　2,352千円
４　岩手中部地域医療情報ネットワーク協議会負担金　2,394
千円
５　医療環境整備支援補助金　300千円
６　血液透析療法患者輸送対策事業費補助金　600千円　他
【実施計画】
７　医師招へい活動費　1,311千円


14,859 179 諸収入 14,680


59 4 1 1 【大綱２】
自治体連携ヘルスケ
アプロジェクト事業
費


全国５市町の飛び地型自治体連携によるＩＣＴ技術を活用した
健康づくりの実施
【実施計画】
１　飛び地連携型大規模ヘルスケア事業業務委託料
２　運動教室委託料
３　情報通信システムソフトウェア使用料　346千円
４　体組成計等計測機器使用料　1,501千円　他


82,998 30,835 38,287
繰入金
諸収入


13,876


60 4 1 1 【大綱１】
【新規】
水道未普及地区整備
事業費


自家水道施設整備事業費補助金　500千円 500 500


61 4 1 2 【大綱２】 予防接種費


予防接種法に基づく定期予防接種の実施
１　母子保健専門員報酬等　3,029千円
２　予防接種障害年金給付　3,071千円
３　風しん第５期対策経費　6,263千円
４　小児・高齢者予防接種業務委託料　他


73,401 2,182 2,303 68,916


62 4 1 3 【大綱２】
生活習慣病予防プロ
グラム推進事業費


【実施計画】
１　保健推進委員(251人)謝礼等　4,421千円
２　各種がん検診等業務委託料
３　人間ドック事業費補助金　4,250千円
４　第４次健康増進計画策定経費　1,945千円　他


76,144 250 2,300 8,720 諸収入 64,874


63 4 1 3 【大綱２】
健康スポーツプログ
ラム推進事業費


【実施計画】
健康スポーツ教室開催業務委託料　1,773千円


1,773 666 諸収入 1,107


64 4 1 3 【大綱２】
子どもの体力づくり
プログラム推進事業
費


【実施計画】
キッズ元気アップ応援隊業務委託料　509千円


509 509
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その他
の内訳


国支出金 県支出金 地 方 債
№ 款 項 目 大　綱 事　　業　　名 事　　業　　内　　容


そ の 他 一般財源


財　　　源　　　内　　　訳
２年度
事業費


65 4 1 3 【大綱２】 ぱすぽる推進事業費


ライフステージに沿った食育の実施及び食生活改善推進員の育
成
【実施計画】
１　食育講座等講師謝礼等　407千円
２　実習テキスト・材料等消耗品費　381千円　他


1,446 116 諸収入 1,330


66 4 1 3 【大綱２】
【新規】
健康づくりステップ
アップ事業費


地域や企業へ出向いて実施する健康推進、疾病予防及び介護予
防講座等
【実施計画】
１　市民健康講座業務委託料
２　地区健康教育運動指導業務委託料　他


641 641


67 4 1 4 【大綱２】
ねっと・ゆりかご安
心ネットワーク事業
費


助産院ねっとゆりかごの運営等
【実施計画】
１　妊婦一般健康診査業務委託料
２　産後健康診査業務委託料　他


5,386 1,248 82
手数料
諸収入


4,056


68 4 1 4 【大綱２】
すこやか子育て保健
事業費


母子保健指導、新生児訪問指導及び妊婦・乳幼児健康診査等の
実施
【実施計画】
１　母子保健専門員報酬等　3,029千円
２　妊婦一般健康診査業務委託料
３　乳児一般健康診査業務委託料
４　新生児聴覚検査業務委託料　他


25,532 300 300 24,932


69 4 1 4 【大綱２】
こうのとり応援事業
費


不妊治療費及び妊産婦通院費の助成
【実施計画】
１　不妊治療費助成金　3,500千円
２　妊産婦通院助成金　2,400千円


5,900 5,900


70 4 1 4 【大綱２】
【新規】
親子あんしん相談支
援事業費


妊娠・出産・子育て期の様々なニーズに対応する切れ目ない支
援の実施
【実施計画】
１　母子保健専門員報酬等　3,047千円
２　産婦人科・小児科オンライン相談システム業務委託料　他


5,800 1,564 1,564 500 繰入金 2,172


71 4 1 5 【大綱１】
ごみダイエット事業
費


資源ごみのリサイクル及びごみ減量化の推進
【実施計画】
リサイクル促進事業費補助金　3,200千円


3,200 3,200 諸収入 0
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その他
の内訳


国支出金 県支出金 地 方 債
№ 款 項 目 大　綱 事　　業　　名 事　　業　　内　　容


そ の 他 一般財源


財　　　源　　　内　　　訳
２年度
事業費


72 4 1 5 【大綱１】 浄化槽設置事業費


【実施計画】
浄化槽設置整備事業費補助金　34,580千円　他
１　５人槽(19基)　11,875千円
２　７人槽(31基)　22,630千円
３　特定地域浄化槽維持管理分(５基)　75千円


35,702 6,374 6,830 22,498


73 4 1 6 【大綱１】
スマートエコライフ
推進事業費


一般家庭を対象とした太陽光発電、蓄電池設備等導入助成
【実施計画】
スマートエコライフ推進事業費交付金　500千円


500 500


74 4 1 6 【大綱１】
新エネルギービジョ
ン推進事業費


【実施計画】
１　快適薪ストーブ購入助成事業費交付金　500千円
２　審議会運営費　258千円


758 758


75 4 1 6 【大綱１】
自然と暮らしの調和
推進事業費


１　自然公園指導員報酬等　3,004千円
２　第４次遠野市環境基本計画策定経費　393千円
３　河川水質調査業務委託料
４　自動車騒音常時監視業務委託料　他


7,566 1,857 5,709


76 4 2 1 【大綱１】
岩手中部広域行政組
合運営事業費


岩手中部広域行政組合運営負担金
【実施計画】
１　総務費負担金　13,483千円
２　公債費負担金　15,985千円
３　運営費負担金　83,865千円


113,333 113,333


77 5 1 1 【大綱３】
若者しごとサポート
事業費


若者の地元就業と地元定着の推進
【実施計画】
１　若年者継続勤務奨励商品券(40人)　1,200千円
２　若年者定着促進家賃補助金(20人)　3,600千円
３　キャリア形成促進事業補助金(10人)　500千円
４　ものづくりネットワーク事業補助金　850千円
５　雇用定住確保住宅整備利子補給補助金　5,882千円
６　奨学金返還支援補助金(新規10人他)　2,063千円
７　外国人材受入企業等支援事業費補助金(40人)　2,000千円
８　とおのでくらす＆はたらく若者定着促進事業業務委託料
他


20,469 2,000 14,800 繰入金 3,669


78 5 1 1 【大綱３】
【新規】
地方創生移住支援事
業費


東京圏からの移住・就業者の経済的負担を軽減する移住支援事
業
移住支援金　1,000千円　他


1,015 765 250


５　款（労　働　費）


10







その他
の内訳


国支出金 県支出金 地 方 債
№ 款 項 目 大　綱 事　　業　　名 事　　業　　内　　容


そ の 他 一般財源


財　　　源　　　内　　　訳
２年度
事業費


79 6 1 2 【大綱１】
農業集落排水事業繰
出金


１　農業集落排水事業負担金　28,793千円
２　農業集落排水事業補助金　16,504千円
３　農業集落排水事業出資金　24,671千円


69,968 2,322 繰入金 67,646


80 6 1 2 【大綱３】
農畜産物放射能被害
対策費


１　集中保管施設管理費　9,245千円
２　原木しいたけほだ場除染業務委託料


14,371 14,370 1


81 6 1 3 【大綱３】
中山間地域等直接支
払事業費


【実施計画】
１　中山間地域等直接支払交付金(61団体)　137,612千円
２　中山間地域等直接支払協定農用地傾斜度測量業務委託料
他


141,149 103,531 37,618


82 6 1 3 【大綱３】
とおの農業担い手支
援総合対策事業費


集落営農組織や生産組織等が実施する機械・施設整備に対する
支援
【実施計画】
経営体育成支援事業費補助金　6,518千円　他


6,673 6,518 155 諸収入 0


83 6 1 3 【大綱３】
野生鳥獣害防止対策
事業費


野生鳥獣による農作物被害防止対策
【実施計画】
１　鳥獣被害対策実施隊(100人)報酬　1,200千円
２　カラス駆除作業業務委託料
３　遠野地方有害鳥獣駆除協議会負担金　740千円
４　遠野地方有害鳥獣被害対策事業費補助金　19,910千円　他


24,381 342 24,039


84 6 1 3 【大綱３】
わさび生産振興事業
費


【実施計画】
１　遠野わさび生産者協議会負担金　150千円
２　わさび生産振興支援事業費補助金　10,500千円　他


10,792 10,792


85 6 1 3 【大綱３】
農業次世代人材投資
資金事業費


就農青年等、地域農業の担い手人材育成支援
【実施計画】
農業次世代人材投資資金交付金(5年間交付)　25,125千円
…単身16経営体(継続13、新規３)
　夫婦２経営体(継続１、新規１)


25,125 25,125 0


86 6 1 3 【大綱３】
米産地戦略推進事業
費


遠野産米の生産支援
１　経営所得安定対策等推進事業費補助金　8,788千円
【実施計画】
２　米産地戦略推進事業費補助金　5,255千円　他


16,555 9,107 7,448


６　款（農 林 水 産 業 費）
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その他
の内訳


国支出金 県支出金 地 方 債
№ 款 項 目 大　綱 事　　業　　名 事　　業　　内　　容


そ の 他 一般財源


財　　　源　　　内　　　訳
２年度
事業費


87 6 1 3 【大綱３】
農地利活用推進事業
費


【実施計画】
耕作放棄地再生事業費補助金(3.0ha)　1,000千円　他


1,299 1,200 繰入金 99


88 6 1 3 【大綱３】
集落営農育成支援事
業費


集落営農の組織化及び担い手農家の育成支援
【実施計画】
１　集落営農組合連絡協議会負担金　500千円
２　集落営農ステップアッププラン策定事業費補助金　600千
円　他


1,632 1,600 繰入金 32


89 6 1 3 【大綱３】 アスト加速化事業費
農業者の所得向上に向けた誘導策
【実施計画】
アスト加速化事業費補助金　6,000千円


6,000 6,000 繰入金 0


90 6 1 3 【大綱３】
アスト重点推進品目
栽培支援事業費


遠野の特色を活かした重点品目(ピーマン、アスパラガス、ニ
ラ、ホウレンソウ)の推進
【実施計画】
１　アスト加速化事業費補助金(重点推進品目分)　4,991千円
２　葉たばこ立枯病予防対策事業費補助金　109千円　他


7,807 4,991 繰入金 2,816


91 6 1 3 【大綱３】
【新規】
人・農地問題解決加
速化推進事業費


地域農業マスタープラン見直しに係る事務費
会計年度任用職員報酬等　2,529千円　他


4,521 3,971 550


92 6 1 3 【大綱３】
【新規】
新しい園芸産地づく
り支援事業費


高収益園芸品目の導入と普及促進
新しい園芸産地支援事業費補助金　5,731千円


5,731 3,834 1,897


93 6 1 4 【大綱３】
馬事振興ビジョン推
進事業費


【実施計画】
１　乗用馬生産振興対策事業費補助金　1,920千円
２　まちなか馬車運行事業費補助金　300千円
３　全国やぶさめ競技大会開催事業費補助金　900千円
４　農用馬子馬生産奨励金(２頭)　100千円
５　馬事振興施設長寿命化支援事業費補助金　2,519千円
６　馬産地遠野活性化支援事業費補助金　2,664千円　他


8,788 8,788


94 6 1 4 【大綱３】
遠野馬の里運営事業
費


１　遠野馬の里運営事業費補助金　46,269千円
　(1) 人件費分　36,850千円
　(2) 固定資産税相当分　869千円
　(3) ホースパーク管理運営分　8,000千円
　(4) 乗用馬育成調教事業分　550千円
２　土地賃借料　1,000千円


47,269 47,269
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その他
の内訳


国支出金 県支出金 地 方 債
№ 款 項 目 大　綱 事　　業　　名 事　　業　　内　　容


そ の 他 一般財源


財　　　源　　　内　　　訳
２年度
事業費


95 6 1 4 【大綱３】
肉用牛増産対策推進
事業費


いわて遠野牛のブランド確立に向けた支援等
【実施計画】
１　遠野産肥育素牛導入促進事業費補助金　5,000千円
２　いわて地域農業マスタープラン実践支援事業費補助金
2,268千円
３　市営牧野草地更新業務委託料
４　市営牧野給水施設整備等工事請負費　他


24,799 1,511 11,000 繰入金 12,288


96 6 1 6 【大綱３】 県営ほ場整備事業費


【実施計画】
１　荒屋地区農業経営高度化支援事業業務委託料
２　経営体育成基盤整備事業費負担金
　(1) 荒屋地区　3,300千円
　(2) 金取地区　2,750千円
　(3) 高野・似田貝地区　3,000千円
　(4) 平野原地区　1,000千円


10,150 55 2,900 7,195


97 6 1 6 【大綱３】
多面的機能支払事業
費


農業・農村の有する多面的機能の維持・発揮を図る地域活動に
対する交付金
【実施計画】
多面的機能支払交付金　160,771千円　他
…継続73組織
　農地維持支払(72組織)、共同活動支払(57組織)
　長寿命化支払(42組織)


161,545 121,248 40,297


98 6 1 7 【大綱３】
遠野ローカルベン
チャー事業費


地域おこし協力隊による地域活性化及び移住定住の促進
【実施計画】
１　地域おこし協力隊報酬等　29,013千円
　…継続９人、新規４人
２　地域おこし協力隊活動コーディネート業務委託料
３　地域おこし協力隊募集及び選考業務委託料
４　起業支援補助金　1,000千円


46,533 46,533


99 6 1 7 【大綱３】
六次産業化・地産地
消推進事業費


六次産業化・地産地消推進戦略に基づく地域資源を活用した新
商品開発、特産品海外販路拡大、地産地消等の推進
【実施計画】
１　遠野市六次産業化推進協議会負担金　150千円
２　小友町農産物直売加工施設ドライバー休憩施設管理業務委
託料
３　上郷町農産物直売加工施設用地賃借料　972千円
４　遠野市地産地消推進事業費補助金　100千円　他


3,330 3,330
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その他
の内訳


国支出金 県支出金 地 方 債
№ 款 項 目 大　綱 事　　業　　名 事　　業　　内　　容


そ の 他 一般財源


財　　　源　　　内　　　訳
２年度
事業費


100 6 1 7 【大綱３】
六次産業チャレンジ
応援事業費


地域資源を活用した新商品開発及び販路開拓等の支援
【実施計画】
１　六次産業チャレンジ応援事業費補助金　1,200千円
　…新商品開発(１件)、販路開拓(１件)、産学官連携(１件)
２　チャレンジする六次産業応援資金利子補給補助金　1,348
千円


2,548 2,548 繰入金 0


101 6 1 8 【大綱５】 地籍調査事業費


【実施計画】
調査面積：2.66㎢、進捗率：87.80%
１　地上法地籍測量業務委託料
２　調査素図等作成業務委託料　他


48,720 32,700 16,020


102 6 2 2 【大綱３】 市有林造林事業費


【実施計画】
市有林の造林、間伐等
１　植栽作業業務委託料　…5.00ha
２　下刈作業業務委託料　…14.66ha
３　間伐作業業務委託料　…43.92ha
４　忌避剤散布業務委託料　…14.66ha
５　作業道整備業務委託料　…2,500m


40,188 25,408 14,680 繰入金 100


103 6 2 2 【大綱３】
国土保全森林対策事
業費


間伐等への嵩上げ補助及び間伐材搬出経費の助成
【実施計画】
１　国土保全森林対策事業費補助金　19,600千円
２　間伐材利用事業費補助金　5,400千円
　…3,000㎥


25,000 25,000


104 6 2 2 【大綱３】 松くい虫対策事業費


【実施計画】
１　森林病害虫等駆除業務委託料
　…松くい虫伐倒駆除(430㎥)
２　アカマツ林広葉樹林化業務委託料
　…いわて環境の森整備事業


21,063 17,447 3,616


105 6 2 2 【大綱３】
森林のくに振興事業
費


【実施計画】
森林のくに振興資金貸付金　25,000千円
…対象面積202.07ha


25,000 25,000 諸収入 0


106 6 2 2 【大綱３】 里山美林推進事業費


県民参加の森林づくり促進事業費補助金を活用した森林学習の
実施
【実施計画】
森林学習経費　246千円


246 200 46
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その他
の内訳


国支出金 県支出金 地 方 債
№ 款 項 目 大　綱 事　　業　　名 事　　業　　内　　容


そ の 他 一般財源


財　　　源　　　内　　　訳
２年度
事業費


107 6 2 2 【大綱３】
原木しいたけ生産振
興事業費


原木栽培しいたけ生産拡大による産地化の推進
【実施計画】
特用林産施設等体制整備事業費補助金　4,747千円
…ほだ木及び種菌導入費補助


5,082 4,747 335


108 6 2 2 【大綱３】
菌床しいたけ生産資
材導入事業費


震災影響による風評被害対策としての遠野菌床しいたけ生産組
合栽培支援補助
特用林産施設等体制整備事業費補助金　23,137千円
１　1.3㌔床　414,570床
２　1.1㌔床　262,080床


23,137 23,136 1


109 6 2 2 【大綱３】
森林・山村多面的機
能発揮対策事業費


小規模な森林整備等、山の環境整備を推進
【実施計画】
森林・山村多面的機能発揮対策交付金(12団体)　2,051千円


2,051 2,051


110 6 2 2 【大綱３】 森林整備推進事業費


【実施計画】
１　森林資源航空計測業務委託料
２　森林集約化意向調査業務委託料
３　林地残材利用促進事業費補助金　5,400千円


29,191 7,529 繰入金 21,662


111 6 2 2 【大綱３】
【新規】
高性能林業機械導入
事業費


森林整備の効率化と林業生産コストの低減を図るための高性能
機械の導入支援
【実施計画】
高性能林業機械導入事業費補助金　33,654千円


33,654 33,654 0


112 7 1 2 【大綱３】
遠野東工業団地整備
事業費


【実施計画】
１　土淵上郷線拡幅工事請負費
２　周辺道路修繕工事請負費　他


86,719 79,800 6,919


113 7 1 2 【大綱３】
ものづくり産業振興
事業費


【実施計画】
１　産業構造の進化に関する調査業務委託料
２　中小企業融資金利子補給補助金　46,721千円
３　地域未来投資設備資金利子補給金　7,774千円
４　中小企業振興資金預託金　200,000千円　他


263,543 4,250 200,000 諸収入 59,293


114 7 1 2 【大綱３】
ふるさと応援推進事
業費


１　ふるさと納税返礼品発送等業務委託料
２　プロモーション支援サービス業務委託料
３　ふるさと未来投資支援事業費補助金　2,000千円
４　産業振興基金積立金　5,000千円　他


34,873 34,873 寄附金 0


７　款（商　工　費）
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その他
の内訳


国支出金 県支出金 地 方 債
№ 款 項 目 大　綱 事　　業　　名 事　　業　　内　　容


そ の 他 一般財源


財　　　源　　　内　　　訳
２年度
事業費


115 7 1 2 【大綱３】
道の駅魅力アップ事
業費


【実施計画】
地域商社経営基盤強化業務委託料　他


20,816 10,000 10,816


116 7 1 2 【大綱３】
【新規】
道の駅魅力アップ整
備事業費


遠野風の丘リニューアル整備に伴う仮設店舗設置
仮設店舗賃貸料　52,800千円　他


52,949 52,949


117 7 1 2 【大綱３】
【新規】
まちなか商い振興事
業費


１　いわての物産展等実行委員会負担金　248千円
２　産業まつり実行委員会負担金　2,900千円
３　商工業振興事業費補助金　7,500千円
【実施計画】
４　中心市街地活性化事業費補助金　4,060千円
５　商店街街路灯等ＬＥＤ化整備事業費補助金　2,105千円
他


17,289 2 3,000 繰入金 14,287


118 7 1 2 【大綱３】
【新規】
地域未来投資促進事
業費


自動車産業集積化加速ローカル連携・グローバル展開プロジェ
クト
【実施計画】
１　地域未来投資推進協議会負担金　500千円
２　地域未来投資促進事業費補助金　7,000千円


7,500 3,750 3,750


119 7 1 3 【大綱３】
【新規】
観光施設円滑運営事
業費


１　観光施設公衆トイレ清掃業務委託料
２　猿ヶ石川桜並木剪定業務委託料
３　観光交流センター指定管理料
４　遠野ふるさと公社指定管理料
５　かしわぎだいら交流施設指定管理料　他


84,920 84,920


120 7 1 3 【大綱３】 まつり振興事業費


１　遠野納涼花火まつり実行委員会負担金　4,500千円
２　日本のふるさと遠野まつり実行委員会負担金　7,200千円
３　遠野さくらまつり実行委員会負担金　1,700千円
４　東北馬力大会馬の里遠野実行委員会負担金　1,242千円
５　遠野まつり参加団体補助金(65団体)　2,980千円
６　躍進みやもり祭負担金　600千円　他


18,524 700 繰入金 17,824


121 7 1 3 【大綱３】
観光・交流施設整備
保全事業費


【実施計画】
第３次観光・交流施設整備保全事業改修計画データ作成業務委
託料


1,539 1,500 繰入金 39


122 7 1 3 【大綱３】
オール遠野で観光ま
ちづくり推進事業費


【実施計画】
１　釜石線沿線活性化委員会負担金　400千円
２　遠野市観光推進協議会負担金　9,500千円
３　遠野市観光事業振興補助金 15,000千円　他


24,933 1,333 23,600
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その他
の内訳


国支出金 県支出金 地 方 債
№ 款 項 目 大　綱 事　　業　　名 事　　業　　内　　容


そ の 他 一般財源


財　　　源　　　内　　　訳
２年度
事業費


123 7 1 3 【大綱３】
東北観光復興対策事
業費


遠野市、花巻市、平泉町の連携による広域観光の推進
滞在コンテンツ充実・強化業務委託料


9,250 7,400 1,850


124 7 1 3 【大綱３】
【新規】
かやぶき屋根再生事
業費


１　第３次かやぶき屋根再生事業計画検討データ作成業務委託
料
【実施計画】
２　伝承園乗込み長屋茅葺屋根改修等工事請負費


32,106 29,000 3,106


125 7 1 4 【大綱３】
【新規】
関係交流人口拡大事
業費


【実施計画】
１　地域間交流推進事業費　5,579千円
２　令和・南部藩事業費　96千円
３　遠野郷人会等事務局費　911千円
４　遠野ツーリズム交流推進事業費　2,089千円


8,675 2,000 繰入金 6,675


126 7 1 4 【大綱３】
で・くらす遠野定住
促進事業費


「で・くらす遠野市民制度」の普及と交流人口の拡大、定住の
促進
【実施計画】
１　で・くらす遠野ＰＲ等旅費　300千円
２　で・くらす遠野サポート市民会議負担金　1,600千円
３　空き家リフォーム事業助成金　1,000千円


2,900 200 2,700 繰入金 0


127 8 2 2 【大綱１】
橋りょう長寿命化整
備事業費


橋りょう長寿命化計画に基づく計画的な橋りょう改修
【実施計画】
駒形橋改修工事請負費


22,000 12,100 9,800 100


128 8 2 2 【大綱１】
【新規】
道路構造物定期点検
事業費


【実施計画】
５年を１サイクルとする道路構造物法定点検
橋りょう点検業務委託料　15,000千円
…100橋／全445橋


15,000 9,157 5,843


129 8 2 3 【大綱１】
安心安全な道づくり
事業費


生活に身近な道づくり事業計画(第５期：H29～R3)に基づく道
路環境整備
【実施計画】
１　道路改良事業
　(1) 迷岡線(L=260m、W=5.0m)
　(2) 矢崎荒屋線(L=100m、W=5.0m)
　(3) 上柳大袋線(L=420m、W=4.0m)
２　路面補修事業
　(1) 二日町小友線(L=375m)
　(2) 八幡飛鳥田線(L=200m)


100,000 50,782 44,000 5,218


８　款（土　木　費）
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その他
の内訳


国支出金 県支出金 地 方 債
№ 款 項 目 大　綱 事　　業　　名 事　　業　　内　　容


そ の 他 一般財源


財　　　源　　　内　　　訳
２年度
事業費


130 8 3 2 【大綱１】
安心安全な水路づく
り事業費


生活に身近な水路整備事業計画(第４期：H29～R3)に基づく水
路環境整備
【実施計画】
１　早瀬３水路(L=350m)
２　元八幡水路(L=150m)


16,000 12,000 4,000


131 8 4 1 【大綱１】
公共下水道事業繰出
金


１　公共下水道事業負担金　324,902千円
２　公共下水道事業補助金　34,110千円
３　公共下水道事業出資金　240,105千円


599,117 300 繰入金 598,817


132 8 4 1 【大綱１】 空家等対策事業費


空き家の予防・利活用・適正管理・管理不全状態の解消
【実施計画】
１　空家等対策協議会委員報酬等　102千円
２　特定空家等除却促進事業費補助金　1,000千円


1,539 500 1,039


133 8 4 3 【大綱１】
鍋倉公園緑化再生事
業費


【実施計画】
鍋倉公園環境整備業務委託料


2,000 1,300 繰入金 700


134 8 5 2 【大綱１】
八幡地区公営住宅整
備事業費


【実施計画】
八幡市営住宅解体工事請負費
…３棟12戸


15,000 13,500 1,500


135 9 1 1 【大綱１】
職員教育訓練等事業
費


１　初任教育・救急救命士養成研修等派遣旅費　3,358千円
２　救命救急士養成講習出席者負担金　1,705千円
３　救急救命士教育負担金　1,771千円
４　岩手県消防学校消防職員初任教育負担金　229千円　他


7,879 7,879


136 9 1 1 【大綱１】 救急救助費
１　医療用機器点検等手数料　1,784千円
２　感染性廃棄物・廃プラスチック処理業務委託料
３　高圧空気ボンベ等器具購入費　1,440千円　等


5,987 1 手数料 5,986


137 9 1 2 【大綱１】
【新規】
消防団消防操法事業
費


市消防操法大会等費用弁償　5,198千円　他 6,085 6,085


138 9 1 3 【大綱１】 消防車両更新事業費


消防・救急車両の計画的な更新
【実施計画】
１　消防ポンプ自動車(3-2)　25,025千円
２　救助工作車資機材更新　9,840千円


35,083 6,000 19,000 10,083


139 9 1 3 【大綱１】
消防防災施設等整備
事業費


【実施計画】
消火栓設置工事負担金(遠野東工業団地工区)　1,676千円


1,676 1,600 諸収入 76


９　款（消　防　費）
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その他
の内訳


国支出金 県支出金 地 方 債
№ 款 項 目 大　綱 事　　業　　名 事　　業　　内　　容


そ の 他 一般財源


財　　　源　　　内　　　訳
２年度
事業費


140 9 1 4 【大綱１】
同報系デジタル防災
行政無線整備事業費


　
【実施計画】
１　工事監理業務委託料
２　工事請負費　他


296,109 290,000 6,109


141 10 1 2 【大綱４】
地域教育文化振興事
業費


【実施計画】
家庭教育ゼミナール講師謝礼等　261千円　他


282 170 112


142 10 1 2 【大綱４】
外国語指導助手招へ
い事業費


【実施計画】
外国語指導助手派遣業務委託料(３人)


15,859 15,859


143 10 1 2 【大綱４】
特色ある学校づくり
事業費


地域の歴史・文化・伝統・特徴を生かした特色ある学校づくり
事業の実施
【実施計画】
体験活動等講師謝礼等　848千円　他


1,260 1,260


144 10 1 2 【大綱４】
令和・南部藩寺子屋
交流事業費


根城南部氏の縁でつながる八戸市との児童交流事業
【実施計画】
令和・南部藩寺子屋交流事業実行委員会負担金　500千円　他


600 600


145 10 1 2 【大綱４】
特別支援教育推進事
業費


学習指導講師及び特別支援教育支援員の配置による特別支援教
育の指導充実
１　学習指導講師(１人)報酬等　2,436千円
２　特別支援教育支援員(19人)報酬等　20,091千円　他


22,647 22,647


146 10 1 2 【大綱４】
遠野わらすっこ「夢
の教室」事業費


小学校高学年等を対象とした「夢の教室」の開催
【実施計画】
夢の教室開催委託料　1,356千円
…小学校５・６年生(６校)


1,356 1,000 繰入金 356


147 10 1 2 【大綱４】 幼稚園応援事業費
１　私立幼稚園運営費負担金　35,034千円
２　子育てのための施設等利用給付費　720千円
３　副食費助成金　918千円


36,672 14,687 11,864 510 繰入金 9,611


148 10 1 2 【大綱５】
高校魅力化サポート
事業費


県立高校再編計画に対する市内県立高校支援策
【実施計画】
１　高校生空手道部活動支援業務委託料
２　高校魅力化推進事業費補助金　4,999千円
　…高校紹介パンフレット作成、プロモーションDVD制作、
　　地域みらい留学フェスタ登録　等
３　市内高校通学費補助金(80人) 3,200千円　他


8,926 2,193 6,733


10　款（教　育　費）
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その他
の内訳


国支出金 県支出金 地 方 債
№ 款 項 目 大　綱 事　　業　　名 事　　業　　内　　容


そ の 他 一般財源


財　　　源　　　内　　　訳
２年度
事業費


149 10 1 3 【大綱４】 学力向上対策事業費


教育相談員の配置及び標準学力検査を利用した学力向上対策
【実施計画】
１　教育相談員(４人)報酬等　5,913千円
２　学校教育専門員(１人)報酬　246千円
３　学力検査用紙等消耗品費　3,440千円
４　小学校社会科副読本(500部)　1,320千円
５　指導主事(１人)給与負担金　9,429千円　他


21,495 300 繰入金 21,195


150 10 1 3 【大綱４】
特定教科集中対策事
業費


特定教科(数学・英語)に特化した学力向上対策
【実施計画】
１　数学学習支援員(４人)報酬等　4,583千円
２　中学３年生実用英語技能検定受検補助等　994千円


5,577 5,577


151 10 1 4 【大綱４】 育英事業費


１　奨学生選考委員(５人)報酬等　35千円
２　奨学資金貸付金　40,300千円
　…大学生継続50人、大学生新規23人、大学生新規拡充７人
　　高校生継続４人、高校生新規５人
３　その他事務費 80千円


40,415 35,328 諸収入 5,087


152 10 2 2 【大綱４】
通学対策費
（小学校）


スクールバス等(８台)の管理費及び遠距離通学費補助
１　児童送迎バス運行業務委託料
２　遠距離児童通学費補助金(25人)　200千円　他


22,348 22,348


153 10 2 2 【大綱４】
教材整備費
（小学校）


１　パソコン借上料　25,605千円
２　学校図書及び教材購入費　4,755千円
３　理科教育備品購入費　1,050千円
　…綾織小、小友小、附馬牛小、土淵小
４　学習指導要領改訂に伴う指導教材等購入費　2,567千円
他


34,347 500 33,847


154 10 2 2 【大綱４】
就学援助費
（小学校）


経済的な理由により就学が困難な児童の保護者に対する学用品
等の支給
対象者見込…準要保護213人、要保護５人
就学扶助費　17,409千円


17,409 507 250 繰入金 16,652


155 10 3 2 【大綱４】
通学対策費
（中学校）


スクールバス(18台)の管理費等
１　生徒送迎バス運行業務委託料
【実施計画】
２　スクールバス車両購入費　9,166千円


60,661 3,710 4,700 52,251
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その他
の内訳


国支出金 県支出金 地 方 債
№ 款 項 目 大　綱 事　　業　　名 事　　業　　内　　容


そ の 他 一般財源


財　　　源　　　内　　　訳
２年度
事業費


156 10 3 2 【大綱４】
教材整備費
（中学校）


１　パソコン借上料　8,680千円
２　学校図書及び教材購入費　2,444千円
３　理科教育備品購入費　1,050千円　他
　…遠野中、遠野東中、遠野西中


12,938 500 12,438


157 10 3 2 【大綱４】
就学援助費
（中学校）


経済的な理由により就学が困難な生徒の保護者に対する学用品
等の支給
対象者見込…準要保護133人
就学扶助費　20,483千円


20,483 800 200 繰入金 19,483


158 10 4 1 【大綱４】
学びのまちづくり推
進事業費


生涯学習活動及び姉妹都市交流の推進等
【実施計画】
１　教育文化振興業務委託料
２　遠野みらい創りカレッジ運営業務委託料
３　生涯学習講座開催経費　1,569千円
４　姉妹都市等交流事業実行委員会負担金　1,730千円
５　外国人生活文化教育支援事業費補助金　300千円　他


62,385 11,893
繰入金
諸収入


50,492


159 10 4 3 【大綱４】 遠野文化調査研究費
地域文化の発掘・振興及び情報発信による活性化事業の実施
遠野文化研究センター業務委託料　他


14,421 14,421


160 10 4 3 【大綱４】
「遠野市史」編さん
事業費


遠野の歴史・文化を総合的にまとめた市史の編さん
【実施計画】
１　市史編さん委員・各部会委員報酬等　1,578千円
２　調査活動等謝礼　3,649千円
３　遠野市史叢書出版業務委託料　他


8,548 150 諸収入 8,398


161 10 4 3 【大綱４】
【新規】
遠野物語発刊110周年
事業費


遠野物語発刊110周年を記念した各種イベントの開催
１　遠野物語発刊110周年事業業務委託料
２　博物館特別展・シンポジウム開催　1,305千円
３　語り部スポット賃借料　840千円　他


3,570 2,300 1,270


162 10 4 3 【大綱４】
【新規】
こども本の森構想推
進事業費


こども本の森構想の検討及び推進に係る活動費
１　懇談会委員報酬等　445千円
２　ワーキンググループメンバー報酬等　209千円
３　旧三田屋維持管理費　278千円　他


1,472 1,472


163 10 4 4 【大綱２】
ブックスタート事業
費


１歳児健康相談における絵本の配布と読み聞かせの実施
【実施計画】
配布絵本等消耗品費　275千円


275 275 繰入金 0


164 10 4 4 【大綱４】
【新規】
博物館映像等整備事
業費


【実施計画】
博物館プロジェクター点検整備業務委託料


4,070 3,000 繰入金 1,070
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その他
の内訳


国支出金 県支出金 地 方 債
№ 款 項 目 大　綱 事　　業　　名 事　　業　　内　　容


そ の 他 一般財源


財　　　源　　　内　　　訳
２年度
事業費


165 10 4 5 【大綱４】
埋蔵文化財発掘調査
費


発掘調査・試掘調査等による埋蔵文化財の保護・活用
１　埋蔵文化財発掘調査補助員(２人)報酬等　4,734千円
２　野外作業者(３人)活動謝礼　769千円　他


7,399 2,519 319 846 諸収入 3,715


166 10 4 5 【大綱４】 遠野遺産認定事業費


市民から推薦される地域資源の認定による市内の文化遺産・自
然遺産の保存・活用
【実施計画】
１　認定調査委員(11人)報酬等　115千円
２　遠野遺産表示板設置業務委託料
３　文化財説明板等設置業務委託料


1,273 1,000 繰入金 273


167 10 4 5 【大綱４】
重要文化財千葉家住
宅整備事業費


国指定重要文化財「千葉家住宅」の恒久的保存・活用に向けた
修理工事の実施等
【実施計画】
１　保存活用委員会委員報酬　198千円
２　事務補助員報酬等　2,420千円
３　保存修理工事設計監理業務委託料
４　防災施設整備工事設計監理業務委託料
５　事業映像記録業務委託料
６　保存修理工事請負費
７　防災施設整備工事請負費　他


357,256 229,293 122,400 5,563


168 10 4 5 【大綱４】
文化的景観保存事業
費


【実施計画】
１　景観保存調査委員報酬　108千円
２　景観保存調査委員等旅費　458千円　他


901 901


169 10 5 1 【大綱２】
競技・イベントス
ポーツプログラム推
進事業費


スポーツ振興及び競技力向上事業の実施
１　遠野市体育協会補助金　5,500千円
２　遠野市スポーツ少年団補助金　1,600千円
３　ジュニアスポーツレベルアップ事業費補助金　1,150千円
４　スポーツ等合宿支援事業費補助金　1,200千円
５　次世代スポーツ選手全国大会等出場補助金　200千円　他


10,193 10,193
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その他
の内訳


国支出金 県支出金 地 方 債
№ 款 項 目 大　綱 事　　業　　名 事　　業　　内　　容


そ の 他 一般財源


財　　　源　　　内　　　訳
２年度
事業費


170 10 5 1 【大綱５】
【新規】
先導的共生社会ホス
トタウン推進事業費


東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会ホストタウン
としてのブラジル選手団事前合宿受入れ及び共生社会実現に向
けた心のバリアフリーの推進
１　ブラジル選手団・関係者受入等旅費　3,005千円
２　ブラジル代表チーム事前合宿選手送迎業務委託料
３　オリンピック・パラリンピック機運醸成イベント講師派遣
業務委託料
４　オリンピック・パラリンピック競技大会応援ツアー業務委
託料
５　パブリックビューイング会場設営業務委託料
６　あすチャレ！スクール実施・アカデミー運営業務委託料
７　パラスポーツ体験会講師等派遣業務委託料　他


20,106 450 154
繰入金
諸収入


19,502


171 10 5 1 【大綱５】


【新規】
オリンピック・パラ
リンピック参画事業
費


東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会公式イベント
への参画
１　聖火リレー・採火式関連消耗品費　1,889千円
２　聖火リレー会場設営業務委託料
３　聖火リレー会場装飾物製作業務委託料


3,715 2,450 100 繰入金 1,165


172 10 5 2 【大綱４】 学校給食事業費
１　賄材料費　107,325千円
２　学校給食調理・配送等業務委託料
３　製パン特別加工及び輸送業務委託料　他


213,135 96,531 諸収入 116,604
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（単位：千円）


一　　般　　会　　計 17,250,000 17,990,000 △ 740,000 （ △ 4.1 ％）


国民健康保険特別会計事業勘定 3,144,155 3,147,677 △ 3,522 （ △ 0.1 ％）


国民健康保険特別会計直営診療施設勘定 90,407 92,586 △ 2,179 （ △ 2.4 ％）


後期高齢者医療特別会計 340,541 330,211 10,330 （ 3.1 ％）


介護保険特別会計保険事業勘定 3,659,540 3,563,950 95,590 （ 2.7 ％）


介護保険特別会計介護サービス事業勘定 14,203 14,036 167 （ 1.2 ％）


ケーブルテレビ事業特別会計 502,214 503,586 △ 1,372 （ △ 0.3 ％）


遠野東工業団地整備事業特別会計 2,331,445 839,696 1,491,749 （ 177.7 ％）


　　　　　小　　　計 10,082,505 8,491,742 1,590,763 （ 18.7 ％）


　　　総　　　　　計 27,332,505 26,481,742 850,763 （ 3.2 ％）


資料№４


特


別


会


計


令和２年度各会計予算総括表


比 較 増 減前年度予算額本年度予算額会　　　　計







令和２年度遠野市一般会計予算における 


市町村交付金（社会保障財源化分）が充てられる 


社会保障施策に要する経費について 
 


 


 消費税率（国・地方）が平成26年４月１日より５％から８％に、平成31年10月１日より８％


から10％に引上げられたことに伴い、消費税収（現行分の地方消費税を除く）については、


その使途を明確にし、社会保障財源化することとされており、地方団体においても、地方消


費税収の引上げ分を全て社会保障施策に要する経費に充てるものとされています。 


 以上の趣旨を踏まえ、令和２年度遠野市一般会計予算における社会保障施策経費への充当


状況について、下記のとおり報告します。 


 


記 


 


１ 市町村交付金（社会保障財源化分） 


  地方消費税率引上げに伴い県から交付を受ける額（見込み） 309,048千円 


   … 令和２年度予算における地方消費税交付金      590,000千円 × 11/21 


 


２ 地方消費税の引上げ分に係る社会保障施策に要する経費への充当 


  市町村交付金（社会保障財源化分） 309,048千円について、社会福祉経費に 174,048千


円、社会保険経費に 105,000千円、保健衛生経費に30,000千円を充当しました。 


 


３ 根拠法令 


  地方税法 第72条の 116第２項 


 


 
【社会保障施策に要する経費】                     （単位：千円） 
 


施策区分 経費 


財源内訳 


特定財源 一般財源 


  


国県 


支出金 
地方債 その他 


社会保障


財源化分


の市町村


交付金 


その他 


     


社会


福祉 


児童福祉事業 1,507,313 1,021,316 49,833 89,048 347,116


高齢者福祉事業 190,160 801 23,817 34,000 131,542


障害者福祉 751,249 494,892 10,037 51,000 195,320


 （小計） 2,448,722 1,517,009 83,687 174,048 673,978


社会


保険 
 644,288 134,877 105,000 404,411


保健


衛生 


医療に関する施策 30,493 2,470 149 5,000 22,874
感染症その他の疾
病予防対策 61,125 4,485 12,000 44,640


健康増進対策 73,486 2,550 8,720 13,000 49,216


 （小計） 165,104 9,505 8,869 30,000  116,730
   


計  3,258,114 1,661,391 92,556 309,048 1,195,119


 


資料№５







 


 


113 事業  総額 56 億 1,300 万円   


遠野スタイルの創造・発展による“永遠の日本のふるさと遠野”の実現へ向けて 


◇安心安全な道づくり事業            1億円 


◇安心安全な水路づくり事業        1,600万円 


◇橋りょう長寿命化整備推進事業       2,200万円 


◇防犯灯ＬＥＤ照明導入事業      , ,    900万円 


◇消防車両更新事業             3,500万円 


◇携帯電話等エリア整備事業        5,600万円 


◇同報系デジタル防災行政無線整備事業 2億9,600万円 


◇【新規】子育て家庭ヘルパー派遣事業    , 400万円 


◇自治体連携ヘルスケアプロジェクト事業  8,300万円 


◇ねっと・ゆりかご安心ネットワーク事業 ,  500万円 


◇生活習慣病予防プログラム推進事業        7,600万円 


◇すこやか子育て保健事業                 2,600万円 


◇わらすっこの療育支援事業               1,100万円 


◇とおのスタイル結婚応援事業           ,    100万円 


◇【新規】道の駅魅力アップ整備事業     5,300万円 


◇遠野東工業団地整備事業           8,700万円 


◇松くい虫対策事業             2,100万円 


◇わさび生産振興事業            1,100万円 


◇まちなか商い振興事業         ,   700万円 


◇オール遠野で観光まちづくり推進事業           1,000万円 


◇かやぶき屋根再生事業          3,200万円 


◇重要文化財千葉家住宅整備事業    , ３億5,700万円 


◇小学校プール整備事業           1,600万円 


◇中学校スクールバス整備事業   ,      900万円 


◇学力向上対業対策事業             2,100万円 


◇外国語指導助手招へい事業         1,600万円 


◇学びのまちづくり推進事業          6,200万円 


◇「遠野市史」編さん事業           ,    900万円 


◇小さな拠点による地域づくり推進事業     3,300万円 


◇高校魅力化サポート事業             ,   900万円 


◇遠野ふれあい交流センター改修事業       3,400万円 


◇地域まるごと応援事業            3,200万円 


◇地籍調査事業               4,900万円 


◇広域連携推進事業             1,100万円 


▶総合計画大綱別事業費 


資料№ ６ 


26 事業 / ３億300 万円 


39 事業 / 35 億700 万円 


16 事業 / ５億1,200 万円 


7 事業 / 1 億7,700 万円 
※総額及び各大綱別事業費は十万円単位で四捨五入。 


 


【少子化対策・子育て支援】 


25 事業 / 11 億 1,400 万円 


自然を愛し 
共生するまちづくり 


大綱 


 １  


健やかに人が 


輝くまちづくり 


大綱 


2 
 


活力を 
創意で築くまちづくり 


大綱 


 ３  


ふるさとの文化を 
育むまちづくり 


大綱 


 ４  


みんなで考え 
支えあうまちづくり 


大綱 


 ５  


※関連事業の事業費の合計 


◇ <特会>遠野東工業団地整備事業   


◇ 若者しごとサポート事業  


◇ 六次産業チャレンジ応援事業  


◇ 森林整備推進事業        


◇ 県営ほ場整備事業      


◇ アスト加速化事業        


◇ 肉用牛増産対策推進事業     


  


◇【新規】子育て家庭ヘルパー派遣事業   


◇ 児童館施設整備事業            


◇ こうのとり応援事業          


◇ 親子あんしん相談支援事業         


◇ わらすっこ任意予防接種事業        


◇ 看護保育安心サポート事業        


◇ 学力向上対策事業                     


□第 2次遠野市総合計画(Ｈ 28～Ｒ ２ )実施計画着手状況 


前期総合計画当初登載事業150 事業中 140 事業に着手 （着手率93.3%） 


□令和 2年度実施計画概要  


▶共通優先方針対応事業 


【産業振興・雇用確保】 


前期基本計画最終年のため、単年度分のみ記載 


23億3,100万円 


2,000万円 


 300万円 


2,900万円 


1,000万円 


  1,400万円        


2,500万円  


400万円 


1,700万円 


600万円 


600万円 


800万円 


1,500万円 


2,100万円 


▶大綱別事業着手状況（H28~R2） 


[重点的施策] ①地域経済の振興策 ②子育て支援と教育環境の充実 ③市長公約「10・とおの約束」 
※主な事業を記載 





		01・表紙（白黒印刷）

		02・予算概要（Ａ４両面・カラー印刷）【2

		03・予算に関する説明資料(Ａ４両面・カラー印刷) 【済】

		01_資料№２…00・表紙【済】

		02_資料№２・P1【済】
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		04・資料№３_Ｒ２一般会計主要事業一覧表(A４両面・白黒印刷)【済】

		05・各会計予算総括表（Ａ４片面・白黒印刷）【済】

		06・Ｒ２予算における地方消費税の使途（Ａ４片面・白黒印刷）【済】

		07・実施計画ダイジェスト版（Ａ３片面・カラー印刷）【済】






小友町外山地区における太陽光発電事業への


遠野市の対応経過について


令和２年２月18日


岩手県遠野市


令 和 ２ 年 ２ ⽉ 1 8 ⽇
記 者 発 表 資 料
総 務 企 画 部 政 策 担 当
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遠野市景観資源の保全と再生可能エネルギーの活用
との調和に関する条例（再エネ条例）について


条例の目的


遠野の地理的条件や地域特性を生かした再生可能エネル
ギーに関する事業を推進しつつ、永遠の日本のふるさと遠野
として守り続けてきた景観資源を保全し、将来の世代に継承
すること。（平成26年12月制定）


手続


遠野市内で3,000㎡を超える「再生可能エネルギー事業」
を対象に、届出等必要な手続を定める。


再エネ審議会


景観資源の保全及び再生可能エネルギーの活用に関する重
要事項について調査し、及び審議する諮問機関として設置す
る。 2







小友町外山地区における太陽光発電事業


再エネ条例の手続
事前協議：平成29年８月４日提出
本 協 議：平成30年４月11日提出


事業者名


Sun Station HikariV 合同会社
【関係事業者】


ソネディックス・ジャパン㈱、
ＮＥＣネッツエスアイ㈱ 等


計画面積 約92ha 発電容量 34.5ＭＷ


事業地


五輪峠


産直ともちゃん


外山


小友町
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土地造成前の状況


Ｈ30.5.28 4







土地造成後の状況


R1.6.28 5







本事業に対する市の対応経過


項 ⽬ 平成30年度 令和元年度
4~6 7~9 10~12 1~3 4~6 7~9 10~12 1~3


事業者からの届出


再エネ審議会への諮問・答申


事業者への指導


協定の締結


濁水の発生・被害の確認


事業者との対策協議、事業者への指導等


令和元年度再エネ審議会からの意見


事業者への申入れ


市長の現地視察、事業者へ対策を要望


東北経済産業局から事業者へのヒアリング
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太陽光発電事業の法的規制


○太陽光発電事業は、環境影響評価法の対象となっておらず、環境負
荷に関する十分な審査が行われない。（令和２年４月から対象とな
る。国：75ha以上、県：20ha以上）※風力発電事業などは対象。


国・県の状況


○本事業は、大規模に森林を開発したが、県の地域森林計画対象民有林
になっておらず、林地開発許可制度の対象外。


○道路法に基づく道路占用許可、河川法に基づく河川占用許可などの許
認可制度はあるものの、電気事業者からの申請は、許可しなければな
らない規定となっており、事業の規制はできない。


○本市再エネ条例は、事業を行う場合の届出等を規定しており、届出に
対し、景観資源の保全に関する行政指導を行えるものの、事業を停止
させる規定はないため、太陽光発電事業を止めることはできない。


本事業の法的規制の状況


太陽光発電事業の規制は、現行法令では限界がある 7







再エネ審議会からの答申に基づく指導


〔指導概要〕
①公害防止、環境保全等に関する事項を遵守する協定を締結すること
②災害防止策について検討すること
③事業終了時の撤去、処分について計画を提出すること


再エネ審議会への諮問


事業面積が大きく、景観資源への影響や災害の発生を
懸念し、再エネ審議会に本事業を諮問


事業者を指導


答申に基づき、平成30年11月27日付で事業者に指導を実施


再エネ審議会からの答申
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市と事業者との協定締結


〇市からの指導に基づき、平成31年４月１日付けで、公
害防止、環境保全等に関する協定を市と事業者で締結


協定項目


・関係法令等の遵守
・公害の防止
・防災施設の設置
・環境保全及び維持管理
・除草剤の適正使用
・過失責任
・苦情等の処理
・事業終了後の設備の取扱い 等


9







濁水の発生及び被害の確認


〇平成31年４月15日、地域住民からの通報により、濁水
の発生被害を確認。


〇現地確認を行ったうえで、事業者に対して対策を講じ
るよう指導。


・水田への濁水流入による除草剤の効果低減被害
・パイプラインへ設備への土砂堆積及び機能低下（故
障）の懸念


・河川環境の生態系の悪化
・河川が濁ったことによる淡水魚被害
・市民の精神的被害


市が把握した被害状況
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濁水の発生及び被害の確認


R1.6.28 11







濁水の発生及び被害の確認


R1.6.28 12







市と事業者との対策協議等①


７月５日 ソネディックス・ジャパン㈱の影山代表取締役が謝罪の
ため来庁した際、早期の改善について強く指導。


対策協議：11回


事業者に対して、関係課で対策チームを設置し、協議を重ねると
ともに、濁水被害の早期の解決について指導。


[協議日：4/23、5/22、5/29、6/28、7/12、9/2、10/9、10/30、11/11、12/2、1/8]


※その他、電話及びメールにより、繰り返し指導を行ってきた。


書面指導：２回


６月11日 汚濁が改善されず、降雨の都度、地域住民からの改善要望
が市に寄せられることから、協定に基づき、必要な措置を講
じるよう書面で指導。


９月６日 関係課による立入調査結果を踏まえ、協定に基づく追加対
策工事及び地域住民説明会の開催を書面で指導。


口頭指導：１回
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市と事業者との対策協議等②


８月28日 市長の立入調査及び事業者への申入れ


立入調査及び現地確認


９月４日 市関係課による立入調査


※４月から市関係課（建設課、農林課、環境課、防災危機管理課、小友地区セ
ンター、政策担当）が、個別に事業地等を立入調査、確認を実施。


４月～10月の間：22回 ※10月以降も継続して現地確認を実施 14







市と事業者との対策協議等③


10月16日 宮守町沢第４区（柏木平地区自治会）を対象に、市
の対応状況について、住民説明を実施。


※ 事業者から、定期的に濁水対策及び濁度に関してメールで報告を受けて
いる。


※ 特記事項等がある場合は、来庁した事業者から説明を受け、その際に市
からは更なる対策や地元への説明等を求めてきた。


災害時想定訓練


９月13･17･27日 市消防本部の職員が３班体制で現地確認を行い、
災害発生時の対応について現地で確認。


住民説明会


事業者の定期報告等
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令和元年度再エネ審議会からの意見


〇令和元年12月25日、再エネ審議会の経過報告において、
本事業に対し、委員から防災意識の低さに関する意見
や対策の不足から今後も濁水発生を懸念する意見等が
出された。


主な委員意見


・法的な強制力はないが事業者の社会的責任はどうなの
か。


・緑化を急ぐ事、緑化によって流出を抑えることがポイ


ント。
・今後は、東北経済産業局と話をしながら、両者から指
導することが望ましい。
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ソネディックス・ジャパン㈱への申入れ


〇令和２年１月21日、本田市長がソネディックス・ジャ
パン㈱本社を訪れ、影山代表取締役社長に直接申入れ
を実施。


①濁水への対応
②事業に対する住民理解
③道路の修繕
④現場管理の見直し


申入れ項目


※関係機関・団体（太陽光発電工事被害対策協議会、柏木平地区自治
会、岩手県等）に情報提供を行ったうえで申入れを実施。
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市長が立入調査、事業者へ対策を要望


〇令和２年１月23日、ソネディックス・ジャパン㈱への
申入れを踏まえ、市長が事業地を立入調査。


〇ソネディックス・ジャパン㈱に申入れた４項目に加え、
雪解け対策を講じるよう要望。
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太陽光発電工事被害対策協議会からの要望


〇令和２年１月27日、小友町外山、鮎貝、氷口地区住民
で構成する太陽光発電工事被害対策協議会から、市に
対し、要望書が提出された。


○大型重機の頻繁な出入りに
より、市道が傷んでいるこ
とから、市として企業側と
協議のもと、地区内の市道
保全に万全の対応を行うこ
と。


要望内容
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東北経済産業局から事業者へのヒアリング


〇令和２年１月31日、市は、東北経済産業局の事業者への
ヒアリングに同席し状況を確認。


〇東北経済産業局は、後手後手の対策となっており、何が
原因で何の対策をして、どのような効果を出すのか、具
体に示すよう事業者に強く指導した。
※東北経済産業局からの指導は、継続中


ヒアリングの状況


〇令和２年１月10日、市は東北経済産業局
資源エネルギー環境部エネルギー対策課
に、事業者へのヒアリングの実施を依頼。
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事業者の申入れに対する回答、施工事業者への申入れ


〇令和２年２月13日、市長はソネディックス・ジャパン㈱の影
山代表取締役社長から申入れに対する回答を受理した。


〇施工業者のＮＥＣネッツエスアイ㈱にも万全な態勢で対策を
講じるよう申入れを行った。


※項目は、ソネディックス・ジャパン㈱と同様に４項目。


・回答内容が、抽象的であったこ
とから、改めて具体な対応策を
示すことを強く指導した。


・道路の維持管理について、市と
事業者で改めて協議を行うこと
等を確認した。


回答への対応


21







今後の対応について


〇引き続き、国、県と連携しながら、原因に対する対策
及び効果を具体に提示させ、早期に対応するよう強く
指導していく。


〇関係機関・団体と情報提供を図りながら、申入れた４
項目の進捗状況の確認や立入調査を実施するなど、事
業者への対応を継続していく。


〇更なる問題が発生した際にも、協定等を根拠に文書で
指導を行うなど、早期の問題解決に向け必要な対応を
行っていく。
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遠野市景観資源の保全と再生可能エネルギーの活用と
の調和に関する条例の一部改正について


遠野市総務企画部政策担当


令 和 ２ 年 ２ ⽉ 1 8 ⽇
記 者 発 表 資 料
総 務 企 画 部 政 策 担 当







(1) 市内の⼤規模太陽光発電事業の状況
ア 市内の⼤規模太陽光発電事業に対して、条例に基づき事前協議、本協議の届出について指導、助⾔及び勧告を⾏う


内容となっているが、事業を制限することはできず、再エネ審議会の答申を踏まえた、改善指導に留まっている。
イ 平成31年２⽉、「松崎町光興寺の防災と景観を考える有志の会」から①太陽光発電計画の中⽌を求めること、②抑


制区域を条例で定めることを求める要望書及び署名が市及び市議会に提出されている。
ウ ⼩友町外⼭地区の太陽光発電設備設置⼯事地内から、濁⽔が外⼭川に流れ込んでいる状況を平成31年４⽉15⽇に確


認。下流域の河川の⽔質汚濁と鮎⾙地区及び柏⽊平地区の⽔⽥汚濁被害が発⽣し、住⺠からの苦情等に発展。


(2) 市議会定例会での⼀般質問と答弁状況
ア 平成30年12⽉市議会定例会 菊池美也議員に対する答弁


本市の景観を後世に引き継ぐため、⼀定の規制をかけることは必要である。
イ 平成31年３⽉市議会定例会 佐々⽊遼平議員に対する答弁


地域を象徴する優れた景観や豊かな⾃然環境を有する区域への再⽣可能エネルギー事業の設置を抑制する「抑制区
域」を指定すること等の条例改正を検討中である。


(3) 新聞報道
ア 平成30年12⽉11⽇ 岩⼿⽇報
上記、菊池美也議員に対する答弁を踏まえ、条例で再エネ事業エリアを限定すること、地域資源への負荷が少ない


エリアに誘導を図る旨の市の⽅針について報道
イ 令和元年７⽉３⽇ 岩⼿⽇報


⼩友町外⼭地区の⼤規模太陽光発電設備設置事業による、外⼭川及び⼩友川の汚濁、農業被害及び養殖被害につい
て報道


(4) 市議会からの意⾒書の提出
ア 平成31年３⽉15⽇、遠野市議会が再⽣可能エネルギー発電施設導⼊に関する条例の制定（抑制区域の制定等）を


求める意⾒書を市⻑に提出。 １







主な法令等 課題等
国 〇FIT法


再⽣可能エネルギーで発電した電気を電⼒会社が⼀
定価格で⼀定期間買い取ることを国が約束することを
定める。


〇事業計画策定ガイドライン
事業者が遵守するべき事項等を定める。


・事業者が関係法令・条例に違反していなければ
発電認定者への改善命令、認定取消まで⾏われ
ない。


・ガイドラインにおいて、地域との関係構築や周
辺環境への配慮等について、努⼒義務となって
おり、強制⼒がない。


〇環境影響評価法
事業内容をより環境に配慮したものとしていく環境


アセスメントの⼿続を定める。
※今後、対象とすることが検討されているが、⼤規模な
太陽光発電設備設置事業のみ。


・太陽光発電設備設置事業は、環境影響評価法の
対象外となっており、環境負荷に関する⼗分な
審査が⾏われない。（令和２年4⽉から、国、
岩⼿県においても対象となる。）


県 〇【森林法】林地開発許可制度
地域森林計画の対象⺠有林において、１ha以上の開


発を⾏う場合、認可が必要。


・県の地域森林計画に含まれない⼭林での事業の
場合、例え1haを超える場合であっても、開発
許可制度の適⽤を受けない。（外⼭の事例）


〇【都市計画法】開発許可制度
主として建築物の建築⼜は特定⼯作物の建設の⽤に


供する⽬的で⾏う⼟地の区画形質の変更にあたり、認
可が必要。


・太陽光発電設備が建築物に当たらないことから、
1haを超える⼟地の区画形質変更であっても、
開発許可制度の適⽤を受けない。


〇国においては、令和２年4⽉から環境影響評価法に太陽光発電事業を新たに対象とするなど、規制の動
きが出ているが、⼤規模な事業（30ＭＷ以上）が対象となっている。


〇太陽光発電事業に係る現⾏法令の整備が⼗分でないことから、本市条例の改正による規制を検討するこ
ととした。


２







〇現⾏条例の⼀番の課題は、再⽣可能エネルギー事業計画に対し、市の考え⽅を⽰し、規制できる規定
となっていないこと。


〇市内太陽光発電事業に関する課題事項や、国が定める事業計画策定ガイドラインを参考に、現⾏条例
の課題をまとめ、全国の先進条例を調査し、条例改正の考え⽅を整理した。
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課題事項 条例改正の考え⽅
・太陽光発電設備設置事業の計画を規制する規定となって
いない。


① 太陽光発電設備設置事業計画を制限する「抑制区域」
を新たに追加する。
各種法令に基づき、抑制区域を制定し、市内全域を抑


制区域とする。
② 再⽣可能エネルギー事業を実施する際及び許可を受け
た事業計画を変更する際は、市⻑の許可を必要とする。


③ 抑制区域内において、事業地が10,000㎡以上の太陽
光発電設備設置事業については許可しない。


・災害防⽌策は、景観資源の保全との調和の観点からの努
⼒義務としており、具体的な遵守事項は規定していない


・地域との関係構築が、事業者の努⼒義務となっている。
（※国が定める事業計画策定ガイドラインにおいて遵守
事項とされている。）


④ 「事業者の責務」の項⽬に、災害防⽌、地域説明会の
義務化を追加する


・条例における審議会の審議対象、指導、助⾔、勧告は、
届出に対して規定しており、事業全体を対象としていな
い。


⑤ 審議会への諮問、指導、助⾔、勧告の適⽤範囲を拡⼤
し、事業全体を対象とする。


・⼟地所有者等に対し、災害発⽣や⾃然環境の破壊が懸念
される事業に⼟地を使⽤させないよう求める規定がない


⑥ 「⼟地所有者等の責務」の項⽬を新たに追加し、⼟地
所有者が災害等の恐れがある事業に⼟地を使⽤させない
ことを規定する。


・資源エネルギー庁が策定した事業計画策定ガイドライン
にも規定されている、事業地の適正管理、異常発⽣時の
対応、事業終了後の適正処分に関する規定がない。


⑦ 資源エネルギー庁が策定した事業計画策定ガイドライ
ンに基づき、事業地の適正管理、異常発⽣時の対応、事
業終了後の適正処分を規定する。







項 ⽬ 改正の状況 内容


適⽤事業対象 変更なし 事業区域が3,000㎡を超える再⽣可能エネルギー事業を対象とする。


事業者の定義 変更
事業者の定義を、「再⽣可能エネルギーの設備を設置する事業を⾏う者」から、


「再⽣可能エネルギー設備を⽤いる事業を⾏う者」までを規定し、発電期間中も本条
例の対象とする。


抑制区域の指定 新規 良好な景観資源等の保全及び災害の防⽌のため、太陽光発電設備の設置を抑制する
区域を抑制区域として、市内全域を指定する。


許可制の導⼊ 新規
・事前協議等を実施しようとする場合の届出制を許可制とする。
・太陽光発電事業の事業区域が、10,000平⽅メートルに満たない場合で、条例の⽬
的に照らして⽀障がないと認める場合は、許可する場合がある。


・許可条件への違反等があった場合には、市⻑は許可を取り消すことができる。


⼟地の所有者の
責務の追加 新規 ⼟地所有者の責務として、⼟地所有者等は、災害発⽣のおそれがある事業等に⼟地


を使⽤させないようにすることを規定する。


事業者の責務
の追加 変更 事業者の責務に、関係法令の遵守、景観資源等の保全及び災害防⽌のために必要な


措置を講じることを追加する。


実施⽅針協議の追加 新規 事業計画を定める前に、予め市⻑と事業計画の概要について協議を⾏う実施⽅針協
議を規定する。
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項 ⽬ 改正の状況 内容


説明会実施の義務化 新規 事業者に地域住⺠等への説明会の実施を義務付ける。


事業計画策定ガイドラ
インに基づく追加 新規


<事業地の適正管理>
・⾃然環境景観の損失、災害や市⺠への被害が発⽣しないよう事業区域の適正管理を規定。
<異常発⽣時の対応>
・異常発⽣時対応を地域住⺠及び市⻑への通報、事業者への災害等防⽌策を規定。
<事業終了後の適正処分>
・事業終了後の設備撤去、適正処分、事業区域の現状回復、撤去等に必要な資⾦確保を規定。


指導、助⾔⼜は勧告 変更 届出に対して指導等を⾏う規定を、必要があると認めるときは、事業者に対して指
導等を⾏う規定に変更。


監督処分 新規
・許可条件等に違反する対応を⾏った事業者への対応として、許可の取り消しを規定。
・許可内容に適合しない設置⼯事については、施⼯停⽌を命じ、必要な措置を講ずる
ことを命ずることも規定。


再エネ審議会 変更 届出に対して諮問、審議する規定を、事業者に対して指導・助⾔、勧告及び事業者
を公表しようとするとき、諮問・審議する規定に変更。







６


改正前


改正後
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項 ⽬ 12⽉ １⽉ ２⽉ ３⽉ 〜 ６⽉


条例案検討


関係課協議


顧問弁護⼠との再協議
(上位法との整合性の確認）


エネ庁との相談・協議


パブリックコメント


再エネ審議会 12/25


議決 3/13


施⾏⽇ 6/1


・市⺠の財産権を規制する条例となることから、パブリックコメントなどにより、市⺠に丁寧な説明を実施。
・条例交付後も⼗分な周知期間をもって、施⾏する対応が必要。
→よって、３⽉議会に提案し、６⽉１⽇に施⾏するスケジュールとする。


条例改正に対する異議申し⽴て期間を確保


施⾏までの周知期間を確保


７







区分 追加規制適
⽤の可否 理由


届出（本協議）提出済案
件（⼩友町外⼭の案件） × 本条例に係る⼿続きが完了済であり、適⽤できない。


●事前協議提出済案件
(松崎町光興寺の２案件)


・


●改正条例施⾏前に事前
協議の提出を予定して
いる案件（現時点で未
把握であるが、今後の
案件）


× ・事前協議⼿続きに⼊っている以上、適⽤できない。


事業を予定しているが、
事前協議未提出の案件 〇 ・事前協議が提出されているか否かで⼿続き着⼿が判断される。


改正条例施⾏後の新規案件 〇 適応可能


８








こ







本資料は 


 


①本事業のステークホルダー及び遠野市民に対してプロジェクトの経緯を整理するため  


②安藤忠雄建築研究所に対して遠野市民が望む利用方法を伝えるために  


 


作成した資料である  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1. プロジェクトの経緯 







4背景_沿岸部の今 


被災から8年。インフラが整備され、新たな町づくりが進められている。 


 


大槌町のおしゃっち 


釜石道の全通 


→ ハード整備の次に求められるのは、ソフトの整備 



https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E6%A7%8C





「 東北復興のシンボルは、子どもたちの未来である。」 


安藤忠雄氏 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“ 震災復興のシンボル ” となる子ども向けの本の施設を 


世界的建築家・安藤忠雄氏が中心となって岩手県遠野市につくる。 


 


 


 


6概要 







7背景① 


安藤忠雄氏の復興支援 


 


「遺児たちの成長を見守り、 


教育を受け学ぶ意欲を支えていきたい」 


 


阪神・淡路大震災の際に安藤氏の呼びか


けにより、立ち上げられた基金。 


東日本大震災においても被災3県 


（岩手県・宮城県・福島県）の震災遺児のた


めの寄付活動が行われており、 


安藤氏はかねてより東北復興について 


考えていらした。 


 







8背景② 


子ども向け本の施設づくり 


 


「本は、宝。 


スマホの時間を半分にして、 


子どもの時に本を読ませる 


仕掛けが必要。」 


 


日本各地に子ども向けの 


本の施設づくりを進める安藤氏。 


子どもの活字離れを危惧。 


 


被災地では震災復興の文脈で 


本の施設をつくっている。 


 


 


 


大阪市北区に建設中の文化施設 


こども本の森 中之島 


本は市民から寄贈してもらう予定 


とのこと。 


2020年3月オープン予定 


福島いわき・夢の絵本美術館 
「まどのそとのそのまたむこう」 


神戸市でも子どものための図書館を


寄贈すると発表。 


（2019年9月） 
https://mainichi.jp/articles/20190913/k00/00m/040/24
3000c 



https://mainichi.jp/articles/20190913/k00/00m/040/243000c

https://mainichi.jp/articles/20190913/k00/00m/040/243000c





9背景③ 


文化支援拠点としての遠野 


 


 


○ 『遠野物語』を生んだ土地 


○ 子どもの想像力・創造力に影響を 


与えるものに溢れている 


※本自体も、知らない世界を教え子どもの想像力、 


   創造力に影響与えるもの。遠野と本の共通点 


○ 昔ながらの生活が残り、”暮らし”に触れ


ることができる 


 


 


 


 







献本活動







11背景③・④のまとめ 


遠野 


文化  カル
チャー 


歴史、文化、 
生業、建物、暮らし  


移住者、起業家、
カフェ、若者向けイ
ベント等 


文化支援拠点としての役割  震災復興拠点としての役割 


宮古 


大槌 


釜石 


大船渡・陸前高田  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概要 


“震災復興のシンボル”となる子ども向けの本の施設を、世界的建築家・安藤忠雄氏が中心となって岩手県遠野市につくる。 


背景③：文化支援拠点としての遠野 


・震災から8年経ち、沿岸部のインフラ整備や生業サポートは進む  


・一方で、文化やカルチャー、エンタメに触れるために  


　沿岸部から遠野へ訪れる若者たちの存在。  


・『遠野物語』、郷土芸能、かつての暮らしや生業が残る  


・三陸文化復興プロジェクトでは文化的支援も実施  


 


 


被災地の”文化復興拠点”としての 子ども向け本の施設 @ 遠野  


つぎの被災地支援として文化的支援が求められている今、沿岸と内陸をつなぐ遠野が子どもたちのために 


できることは、”本”を中心に、つぎの時代をつくる子どもたちの想像力・創造力を養うこと。 


背景④：震災復興拠点としての遠野 


・沿岸部へ一定の距離。扇の要。  


・後方支援拠点としての実績あり。  


・被災者の受け入れも実施  


 


− 震 災 復 興 か ら 文 化 復 興 へ −  


背景①：安藤氏による震災遺児に向けた支援活動  背景②：安藤氏による日本各地の子ども向け本の施設づくり 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。







2.  施設の内容について 







本と、ふるさと。 


未来へつなぐ、文化復興拠点。 


施設のコンセプト案  


『遠野物語』を生んだ、“永遠の日本のふるさと” 遠野。  


沿岸部へのハブとなり震災復興の拠点となったこの地で、  


脈々と伝承されてきた古きよき文化を土台として、  


未来をつくる子どもたちのために、“本” を中心とした、  


新たな復興のシンボル をつくる。 


未来 


過去 


遠野 


沿岸 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16具体施策案 


候補地：一日市通り 旧三田屋呉服店 


 


 


一日市通り商店街の拠点。かつての賑わいの中心であり、 


明治三陸大津波の際も沿岸支援の様子を見守っていたと考えられる。 


 


築120年「町家の心が息づく語らいのまち」の 象徴的存在  郷土芸能披露の舞台にもなっている  







「その地域でしかできないことをすべき。」 


兵庫県立美術館の青りんご　「挑戦心にあふれる青春のシンボル」 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「 遠野でしかできないこと 」 
 


永遠の日本のふるさと 


本物の暮らし ＝”ふるさと感 ”を 


感じられる場所 


18コンセプトに関する考察：What（何を提供する場所か） 
 


伝承文化（民話）  郷土芸能  自然  暮らし 







19コンセプトに関する考察：What（何を提供する場所か）  


本  ふるさと
感 


想像
力 


創造
力 


伝承 
文化 


郷土
芸能 


自然  暮らし 


本を読むだけでなく、遠野が提供できるものを合わせ持つ場所にしたい 


 


 


➕ 


遠野で脈々と続いてきたもの  


＝沿岸部で失われてきたもの  







20【参考】”日本のふるさと” が未来の子どもたちに大切になる理由 


シェアリングエコノミー（カーシェア、メルカリなど、新たに購入せずに共有し合う関係） 
→ものを保有せず、シェアするのが一層加速？。  
たいていのものがシェア＆オープン＆価値交換されていく時、 交換できないコト・体験価値の価値が上がる？  
 
VR（バーチャル・リアリティ） 
移動せずともたいていの体験はできる。現実にデータが投影されたり、逆にバーチャルの中を歩き回れたりする  
→生やオフラインでの体験を求めるようになる。 その場で「感じる」ことが貴重な時代になる。  


 
クローン技術。絶滅危惧動物が死なない。不死/寿命伸びる。 
→生と死についての価値観が問われる 。生き延びることが容易でなかった時代の価値観を、物語や習わしから 学ぶ意義がある。  
 
災害日本。 
→自然との向き合い方。昔の人は自然を恵みと脅威の両方と捉えており、山の神や水の神などアニミズムのもと自然を大切にし、  
共存を図ってきた。 自然はコントロールするものではなく、敬い付き合っていくもの である。 


 
外国人労働者400万人（6%） 
→多様な価値観が入り込むことで、 日本人のルーツへの回帰やオリジナリティについて考えるきっかけ になる？  
 
AI/ロボットの浸透。自動運転。 
→ロボットと共存する時代、人間の創造力をどう養っていくかが大事になる。  
科学が発達する以前の人々の知恵や生きる力を学ぶことは大切。 目に見えないものを信じたり、ともに付き合っていた。  
 
 
 
 


2030年、我々が迎える大きな社会変化の中で、遠野で伝承されてきたものが再評価される時が来る？  







21コンセプトに関する考察：Who（誰のための場所か）  


 


沿岸部の子どもたちを中心に、遠野近隣に住む子どもたち。➕ その親（大人） 


（ 本の面白さを知らない大人が増えてきている ） 


 


子ども 


宮古 


大槌 


釜石 


大船渡・陸前高田  


子どもを中心とすると 
大人も巻き込むことができる 


親（大人） 


高齢者 


※近隣だけでなく、東北・日本全国から足を運んでもらう場所になると嬉しい  







想像力・創造力 


遠野物語 


郷土芸能 


自然 


暮らし 


本 


展示 


暮らしがわかる 
展示・体験 


視聴覚 
ホール 


 


イート
イン 
コー
ナー 


 


➕


市民が 
交流で


きる 
スペー


ス 
 


本 


郷土芸能を 
披露する場 


縁側 


22コンセプトに関する考察：How（どのように提供するのか）  


 


拠点を中心とした  
フィールドワーク 


本 


本 


本 


展示  裏庭 


子ども向け 
ワークショップ 


既存の図書館でも博物館でも観光施設でもない、  
独自の役割を持つ場所になると嬉しい  


本と”体験”を提供する場所だと望ましい。施設内のコンテンツ例　 ※あくまで例です  







ドイツ・シュタイナウ市「グリム兄弟博物館」との交流







舗装







遠野みらい創りカレッジ





